


末日聖徒イエス・キリス ト教会

大 管 長 会

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

N・ エル ト'ン ・タ ナ ー

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

十 二 使 徒 評 議 員 会

エ ス ラ ・タ フ ト ・ヘ ン ソ ン

マ ー ク ・E・ ピー ター セ ン

リ グ ラ ン ド ・リチ ャー ズ

ハ ワー ト ・W・ ハ ン ター

コー トン ・B・ ヒ ン ク レー

トー マ ス ・S・ モ ン ソ ン

ボ イ ド ・K・ パ ツカ ー

マ ー ヒ ン ・J・ ア シ ュ トン

フル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー`

L・ トム ・ペ リー
き を

デ ピ ッ ト'・B・ ヘ イ ト

シ エー ム ス ・E・ フ ァ ウ ス ト

顧 問

M・ ラ ッセ ル ・バ ラ ー ド ・ジ ュ こ ア

レ ック ス ・D・ ビネ ガ ー

チ ャ ー ル ス ・A・ ア ィテ ィ エ

シ ョー シ ・P・ リー

国 際 機 関 誌

編 集 人 ：M・ ラ ッセ ル ・バ ラー ド ・

シ ュ ニ ア

編 集 主 幹 ：ラ リー ・A・ ピ ラー

編 集 副 主 幹 ：キ ャ ロル ・D・ ラー セ ン

子 供 の 頁 編 集 ：コ ニ ー ・

ウ ィル コ ッ ク ス

デ ザ イ ナ ー ：ロ ジ ャ ー ・ギ リン ク'

も く じ

藷 潔 瀧 欝 ことには…∵・・・… エルドン・タナー

質疑応答

人生 の 使 命 ジ ョン ・H・ グ ローバ ーグ

盲 人 によ っ て 開か れ た 理 解 の 眼 … アーサ ー ・S・ ア ンダー ソン … … …8

夫 婦の 伝 道 マー ビン ・K・ ガー ドナ ー11

医者 にか か る 前 に スザ ンヌ ・ダン ドイ18

両 親の 教 え エズ ラ ・タフ ト・ベ ンソン21

おとうさんといっしょ

1

3

6

土地どろぼう

すべての戒めに従いなさい・・

目的ある人生

模範の力

危険に備えて
今決心しておきなさい

荷車いっぱいの捧げ物

ロ ー カ ル ・ニ ュ ー ス

… … ・H・ ケ ン ト ・ラ ブ リー

H・ バ ー ク ・ピー ター セ ン

チ ャー ル ズ ・A・ デ ィ デ ィ エ … … …34

ア ー チ ィ ー ・M・ ブ ラ ッ ガ ー … … …36

ク リス ・ジ ェ ン セ ン38

22

26

29

32

表 紙 の 説 明

ア リゾ ナ ・テ ン ピ伝 道 部 で伝 道 す る トー マ ス ・シ ュ ー プ ， ミル

ドレ ッ ド ・シ ュー プ 夫 妻 。

44

裏表紙 の説明

〔上の写真 〕 グレー プフルー ツの枝 を刈 り込ん だ後， くつ ろ ぐ

ラバ ー ン ・ウイル コックス長 老 と奥 さんの イナ姉 妹。

〔下の写真 〕 福祉 活動 宣教師 のラバ ー ン ・ウイル コックス長老(左)。

発行所

印刷所

配 送

定 価

聖 徒 の 道6月 号

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会

東京都港区南麻布5-10-30

株 式会社 精興社

東京ディストリビューション・センター

東京都世田谷区上用賀4-9-19

年 間予約1，700円1部150円

海 外予約1，700円

INTERNATIONALMAGAZINEPBMAO460JAPrintedinJapan

郵便振替口座番号 東京0-41512・
ま つ じ つ

口座 名 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リ ス ト教 会

東京ディス トリビューション ・セ ンター

避



大管長会 メッセー ジ

予言者の言われることには

議論の余地 はない

第 一 副 管長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

先 頃・教会の全女性 を対象 としたファイア
サ イ ドが開かれ， その会で中央若い女性

会長のエ レイン ・キャノン姉妹が次のように

述べ ました。「予言者の言われるこ とには，議

論の余地はあ りませ ん。」(「聖徒 の道」1979年

2月 号，p.157)

何 の飾 りもない簡単 な言葉ですが，私たち

すべての者に とって霊的に深い意味を持つ言

葉であり，私は深い感銘 を覚えました。私は

どこに行 って も，人々にこの ように申し上げ

ます。「予言者に従 いなさい」と。主が神権時

代 を通 じてこの地上に予言者 を置かれたのに

は，ほかにどのような理由があるでしょうか。

神は限りない知恵によ り，神の子 らの生命 と

救いの計画の一部 として，従 うべ き詳細な計

画 と針路 を示 し，その行 く手を守る指導者 を

与えて下 さいました。そ して私たちが基を築

き，様々な技術 を身に付けて，永遠の我が家

に帰 るのに必要な準備 をす るために教会 とい .

う組織 を与えて下 さいました。

その ようなわけで，神が人のために計画 さ

れたことを何 の助 けがな くて もできるなどと

考えるのは愚かなことです。それはちょうど，

生まれたばか りの赤ん坊に親や周囲の人々の

世話や しつけなしにひ とりで歩 き，話 し，食

事 をし，衣服 を着 ることを覚 えるよう期待す

るの と同じで，理 に合わないことです。赤ん

坊はその ように世話 をしないで放 ってお くと，

す ぐに死んでしまいます。

私たちに も同 じことが言えます。福音 とい

う，神がその子らのために備 えられた計画 を知

らず， また理解 もしなければ，私たちは救 い

に必要 な律法に従って生活することはできま

せん。 したが って，霊の訓練を怠 り，予言者 ・

たちの警告の声に耳を貸さず従わない人は，

霊の死 を受け るでしょう。

それなのに， なぜか くも多くの人々が予言

者の勧告に対 して反対の声 を挙げ， 自分たち

をみ じめな様，死にさえも至 らしめるものに

固執す るのか，理解に苦しみます。ひとつの

例 として，知恵の言葉について考 えてみまし

ょう。福音が回復され，教会が組織されて間

もな く，主は予言者 ジョセブ ・ス ミスに，現

在私 たちが知恵の言葉 と称 しているひとつの

啓示 を与えられました。この啓示は，茶， コ

ー ヒー
，.ア ル コール性飲料，たばこは人間の

ために良いものではないので，聖徒 たちは摂

取 しないようにという訓告 でした。

これは，当時 としてはまった く革命的なこ

とで した。なぜなら，これ らの物 を摂取 して

も健康に有害 であるとは考 えられていなかっ

たか らです。この啓示が与 えられてか ら何年

もの間，害がない とされていた物 を断ってい

たことで，モルモンは人々か ら変わ り者 と思

われていました。その後，科学者によってた

ばこの持つ多 くの有毒性が発見され，今 日で
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はたばこをは じめ として：茶， コーヒー，アル

コール性飲料の摂取によワて引き起 こされる

健康上の危険が ます ます明らかにされていま

す。胎児に及ぼす危険についても警告され る

ようになっています。
ぴよう

末 日聖徒は，科学の手でその言葉の信 愚性

が証明されなくて も，予言者の言葉 を素直に

受け入れ られ るようでなければな りませ ん。

導 き手 として教会の頭に生け る予言者 をいた

だいている私たちは何 と幸福でしょう。予言

者の勧告に聞き従 う人はすべて，約束 された

祝福 にあずか るでしょう。その祝福 は，受け

入れなか った人は到底味わ うことのできない

ものです。

今 日私 たちの周囲には」論争の種になって

いる問題が数 多くあ ります。しか し，そうし

た論争について 自分の言い分 ばか りを主張す

る人に実行可能な，あるいは穏やかな解決策

は望めそ うもあ りません。私 たちに神の導 き

が必要 なことはだれの 目に も明らかです。 し

か しなが ら，私たちの中にこの世 の諸々の問

題 と解決に導 くことのできる神の予言者が実

在するという事実 を，世の人々が知 らず， ま

た受け入れようとしないこ とは， まった く悲

しいことです。

忠実な末 日聖徒にはそのようなジレンマは

ありません。予言者の語 る言葉が主か ら下 さ

れた ものであ り，教会幹部全員の同意 を得て

いることを知 っているか らです。教会幹部は

皆，将来を見通す力を持 った高潔な人々であ

り， 自ら神 との一致 を保つ ように努力 してい

ます。教会幹部は，一部の人々が考 えている

ように，ただ盲 目的に従 った り， 自分で考え

話す自由意志 もな く行動 しているのではあ り

ません。私たちはそれぞれ天父への祈 りを通

して， 自分の選 んだ道が神の 目に適っている

という確信を得ることができるのです。

今 日，道徳上の問題に関す る論争が世 の中
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を混乱させていますが，なぜこのよ うな論争

が起 こるのでしょうか。世の初めから，神は

結婚，離婚，家庭生活，子供 を愛す ること，

不道徳，純潔，徳，女性の貴 く気高い役割 に

ついて御 自身の立場 をきわめて明確 にしてお

られます。神 は今 日もその予言者 を通 して，

これ らの問題に関す る新旧約聖書のはっきり

とした教えを繰 り返 し授けてお られ ます。い

つの時代にも， どこにおいても，主のみ言葉

か ら離れる時に災いが起 きることは歴史が証

明しています。文明が堕落 した時，そこには

全体 的に も個人的にも滅亡があり，泣 き叫ぶ

声 と大きな悲 しみがあり，飢饅 と疫病が あり

ました。狂喜 したのはサタンとその軍勢 だけ

です。サ タンは道徳問題に関 して論争 を生む

親です。サタンは神の目的 を妨害 しようと誓

ってい ます。人を欺 き，た くらみ を助長す る

時を今か今かと待ち，自分に従 う者 に報いと

してこの世の富 を約束するのは，ほかな らぬ

サタンなのです。

そして，この世の富を得 るために多 くの人

が道徳問題の論争に明け暮れています。酒類

やたばこの製造業者，ポル ノに関係のある業

者は，健康 を害するそれらの品々を販売 し，

巨万の富 を得ています。子供のポル ノがその

何 よりの証拠ですが，子供 をそのように食い

物にす る親がいることは実に嘆かわしいこと

です。母親が この世の楽 しみや仕事 を家庭外

に求めているために，かまってもらえず野放

しにされている子供 もいます。また， 多くの

父親は立身出世 を第一に して，妻子 の幸福に

はあまり心 を配っていません。

しか し，私 たちはこの点に関 して全面的に

心を入れ替える必要があります。私たちは神

と富に兼ね仕えることはできないのです。さ

てあなたはどちらに仕 えますか。予言者の言

われることには議論の余地はあ りませ ん。



質 疑 応 答

伽'・

㌦
ホーマー ・エルズワース博士

(産婦人科医，元中央メルケ

ゼデク神権委員会の委貝)

「健康上の理 由がない限 り、，私た

ちはできるだけ多くの子供 を年 とっ

ても産むべきでしょうか。『福音 に則

した家族計画』 というようなものは

ないので しょうか。」

私 は醗 で忠実な末日聖徒の女性から・私
の専門外ではあ りますが，この ような質

問をよく受 けます。 これは， 出産可能な年代

にあるほ とん どの夫婦が幾度 とな く自問 して

きた事柄か もしれません。そこで，私 はこの

基本的な問題に適用できる原則 と心構 えにつ

いて，私の考えを述べてみたい と思います。

私たちは幸いにも，救いの計画の基本的な

事柄 について詳 しく教 えられています。すな

本誌 の回答は問題解決の一助 と して与 え

られ たものであ り，教会の教義 を公式に宣

言す るものではあ りません。

わち，人が この地上に来たのは，完成に向か

って進歩成長 し，試 しを受けるためです。そ

の過程で私たちは結婚 し，天父の霊の子供た

ちに肉体 を与 えるのです。これが基本 となる

教 えです。この真理に照 らして考えてみると，

子供 をもうけ，家族を持つ ことは祝福であっ

て，私たちの霊的な義務で もあるということ

がわか ります。私はこの教会の前向 きな考え

方をうれし く思います。私たちの 目標 として

積極的な良い面が強調 されていることに，私

は深い感銘 を覚 えます。

私は救：いの計画の中の最 も基本的な原則が

自由意志であると知 っていることに感謝 して

います。 自由意志 を行使することは非常に重

要なことなので，天父はすべての霊の子供か

ら選択の権利 を奪 うよりは，3分 の1の 霊か

ら特権iを取 り上げる方 をよしとされ ました。

自由意志の原則は， この試 しの生涯 を正 しく

送るために欠 くことのできない ものです。私

たちは人生の中でいろいろな決定 を下 します

が，教会 の手引きや集会，あるいは聖典 だけ

では，はっきりとした答えを出す ことができ

ないような原則の応用が随所に見られます。

私 たちの成長は，選択の余地 ある事柄 を熟

考 し，慎重に事態を研究 し，主か らの霊感 を

求め る時，その結果 としてもたらされるので

す。 これが福音の計画の核心である と思 いま

す。主か ら霊感 を受ける予言者は，神の教え

を述べ る時，各個 人の自由意志が尊重される

という普遍的な計画 を侵 した りは しません。

むしろ，かな り選択の自由が認め られる広範
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囲な指針を与え，その中で教えを述べ ようと

します。

ここで，すでに亡 くなられたある大管長が

流産 した自分の娘 を病院に見舞った時の話を

御紹介 しましょっ。

彼女には8人 の子供があ り，年齢 も40歳 を

越えていました。そこで彼女はこう尋ねまし

た。「お父 さん，もう子供 を産むのを止めても

いいかしら。」す ると大管長は答えて言いまし

た。「それは私に尋ねる ことではな い。おま

えとおまえの夫 と，天の御父 とで決め ること

だよ。おまえたち夫婦が心安 らかに天父 とお

会いして， 自分たちは最善 を尽 くしました，

一生懸命に努力 しましたと言 えるな ら，止め

るの もいいだろう。 しか し， それはあ くまで

も，お まえたち夫婦 と天父 との間のことなん

だよ。私には，天父にお会いした時にお話 し

なければならない 自分の問題がた くさんある

からね。」この話か ら明らか なように，子供 を

産む時期や その人数 について， またこれに類

するあらゆる問題 と疑問について決定 を下す

時は，その前に夫婦でよく話 し合い，祈 るこ

とが必要です。

私たちが どのような特殊 な情況下に置かれ

ようとも，正 しい決定を下 そうとす る時に必

ず役立つ基本的な物差 しとなるものがあ りま

す。それは 「利己的ではないだろうか」と問 う

てみることです。私は，ほ とん どの罪は利己

心か ら生 じると考えています。什分の一 を納

めないのは，利己心があるか らです。姦淫 を

犯すのは，利己心があるか らです。不正 直な

のは，利己心があるか らです。聖典 の中で，

主は利己心のある人々を何度 も懲 らしめてお

られます。 したが って，家族の問題に関 して

も， 自己中心的な考えや物質欲か ら子供の数
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を制 限しようとする人は，利己心の上に自分

の人格 を築き上げていると言えます。聖典が

明らかに しているように， これは 日の光栄の

王国を受け継 ぐ人の特質ではあ りません。私

たちは 自らの心 をよく分析 して，何が 自分 を

そ うした行動へ駆 り立て るのか突 き止める必

要が あります。時には浅薄な動機や 口実がそ

の原因となっていることもあるでしょっ。

しか し，その一方で，幾つかの重要 な観点

か ら問題 を検討することも恐れてはな りませ

ん。父親や母親の肉体的お よび精神的健康，

子供の基本的な必要 を満たす両親の能力，そ

の他様々な角度か ら検討を加 えることが必要

です。夫婦が よく祈 り，何 らかの個 人的な理

由に より直 ぐに子供 を産むのは賢明でない と

判断 した としましょう。この場合，医学的あ

るいは肉体的な影響 を度外視すれば，子供 を

産むの をある期間延ばすのに， どんな方法を

用いようと大 して違いはあ りません。もちろ

ん禁欲 もひとつの方法です。しか しこれには

他の方法 と同様に副作用があ ります。時には

夫婦の関係 に害 を及ぼす ことさえあるのです。

医者である私は，精神衛生面で問題のある

患者を時々治療 します。彼 らの症状は実生活

の様々な面 と深 くかかわっていますが，その

ような治療に携わるたびに感銘 を新 たにす る

ことがあ ります。それは，過去お よび現代の

予言者が，子供 をもうけ ることが結婚の唯一

の 目的であるとは決 して教 えていない とい っ

ことです。予言者の教 えによれば，肉体的な

交わ りは結婚生活における愛の絆を強め，夫

婦の一致を促す強い力を生 じます。 これは夫

婦に与えられた神の正 しい賜です。使徒パウ

ロは次の ように述べています。

「妻は 自分のか らだを自由にすることはで



きない。それができるのは夫 である。夫 も同

様に 自分のか らだを自由にす ることはできな

い。それができるのは妻である。」

パウロはさらに続けています。「互いに離れ

てはならない。ただ し，合意の上 で断食と祈

りに専心す るために， しばら く相別れ，それ

か らまた一緒になるこ とは， さしつかえない。

そっでない と， 自制力のないのに乗 じて，サ

タンがあなたがたを誘惑するか もしれない。」

(霊感訳1コ リン ト7：4-5よ り和訳)

結婚生活におけ る禁欲は不必要な誘惑や 緊

張感をもたらす， とパ ウロは述べています。

したがって，子供の数や出産の間隔， また

これに類す る問題については，夫婦が正義に

基づ いて熱心に話 し合い，主か らの霊感を求

めた上で決定を下すべ きです。予言者は賢明

な勧告 を与えてきた と思います。予言者は，

夫婦に対 して，母胎の健康 を十分考慮 した上

で慎重に計画を立てるように と勧めています。

大管長会のこの勧告 を無視 したり，誤解 した

りす ると，思 わぬ悲劇 を招 くことにな りかね

ません。

7人 の子供 を持つある夫婦の話を御紹介 し

ましょう。奥 さんは高血圧 で，医者か らこれ

以上の妊娠は非常に危険なので避け るように

忠告 されていました。 しか し，この夫婦は地

元の神権指導者か ら受けた教えを，いかなる

情況にあ ろうとも避妊 は行 なうべ きでない と

いう意味に解 してい ました。その結果，彼女

は8番 目の子供 を出産 中に脳いっ血で亡 くな

りました。

このほかいろいろな人とお会いして事情を

聴 くたびに，私は 「教会指導総合手引き」 に

記 されている大管長会の言葉，すなわち母親

の健康 と家族の福利を考慮 しなさい とい う勧

告に鼓舞されます。私は現役の婦人科医 とし

て， また末 日聖徒の家庭 を見守る者 として34

年 間働いて きましたが，その間に， 肉体的な

健康だけでな く情緒的な健康に も目を向ける

こ とが大切 である という教訓 を得 ました。夫

婦の中には，感情的な起伏や抑圧がほ とんど

な く，大勢の子供 を持つことに伴 う圧力に容

易に耐 えられる人々がいます。 また，家族や

友人から多くの助けを受けている夫婦 もいま

す。つ まり，同 じ望み を持 ち，同 じ意欲 を持

っていて も，夫婦によって個 人差があるので

す。こ うした責任に加えて，さらに両親には

子供 を養育す る義務が課せ られています。も

ちろん，ぜ いた くな生活をしたい という理由

か ら子供の人数 を制限するのは正 しくあ りま

せん。ぜ いた くには，正 当な理由があ りませ

ん。霊感された人は，ぜ いた くか，そうでな

いかは，即座に見分けることができると思い

ます。

要するに，夫婦は最 も大切な事柄をささい

なこ とのためにおろそかに してはな らないの

です。何が最 も大切かを判断する場合は，行

為 その もの だけで な く，動 機に対 して も責

任 を問 われ る と，私 は信 じて います。 した

が って，子供の数や出産の間隔，その他 これ

に類する問題について考える時は，「生めよ，

ふえよ，地に満ちよ」(創 世1：28)と い う主

の戒めに従おうとする意欲 を持つべ きです。

天父が期待 しておられるこ とは，その過程に

おいて私たちが 自由意志を行使 して， 自分 自

身と家族のために賢明な方針を打ち立てるこ

とです。それに必要な知 恵は，研究 と祈 りに

よ り， また心の中にささや きかける静かな細

い声に聞 き従 うことにより得られるのです。
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先 日・飛行機の中である男性 と一緒にすわ
る機会があった。私たちは互いに言葉 を

交わす ようにな り，彼は私に どんな仕事をし

ているか と尋ねてきた。そこで私は，モルモ

ン教会の宣教師です と答えた。す ると彼は急

に態度 を変 えて，宣教師のように人の心 を変

えようとす る類の人々はあまり好 きではない

と言った。

「で も
，あなた も宣教師です よ。」 と私は

言った。

すると彼は強い口調 でそれ を否定 し，なぜ

自分が宣教師なのか， その理 由を説明してほ

しい と言った。私は彼に，彼の言葉や行ない

は何 らかの点で他の人々に感化を与えてお り，

したがって彼 も自分 自身の生 き方 を伝 えるひ

とりの宣教 師であると述べた。

「それは
， どういうことですか。」

「つ まり， あなたは今上着の ポケッ トにた

ばこを入れていますね， たばこを吸 っことが

良いことだと思 ってお られ るわけです。そし

て， あなたのお子さんは，あなたが たばこを

吸 う姿 を見て，何 らかの影響を受けるで しょ

う。恐 らく，たば こを吸える年齢になったら

吸うと思いますよ。結局， あなたは喫煙家 を

増やす伝道をしているのです。」

「とんで もない!」 彼は大声をあげた。「私

はたばこが少 しもいい とは思っていませんし，

それに自分の子供にたばこを吸わせ ようとは

思いません。死ぬことだってあ り得 る悪い習

慣ですよ。」

言うまで もなく，私たちはその後の旅の時

間を非常に興味ある会話 で過 ごしたのだった。

ここで私が申し上げたいことは，私たちは

皆，宣教師であるということである。私たち

の言葉や行ないはすべて永遠 の救いにかかわ

り合 いのあるものであ り， それは 自分 自身だ

けでな く， まわ りの人々にも大 きな影響 を及

ぼす ものである。

ある教会員が私にこう言った。「伝道以外の

教会の責任 なら何で もで きますが，伝道はど

うも苦手です。」(こ のように言った り，感じ

た りしている人がどれほどいることだろ う。)

そ のような人々に対 して，私はいつも同じ言葉

を繰 り返す。「でも，あなたは宣教師ですよ。」

教会の中では(世 の中で も同 じことが言え

るが)， 「伝道」 という言葉 を往々に してひと

つの言葉に限定して使っているようである。

それは，多 くの人が 日常生活 と伝道 とを切 り

離 して考えているか らである。私たちは もっ

と理解 の眼を開 く必要がある。

私たちはこの世に来 る前に，すでに生活を

営んでいた。霊界でそれぞれ何 らかの役割を

果たし， この地上 にくる資格を与えられた。

それで私 たちは皆，神の御子であ り私たちの

救い主であるイエス ・キリス トによって提案

された天父の計画を支持 し，この時代にこの

地上 に来て主の計画 を果たす ことに賛成した

のである。

私 たちはこの人生を，「専任伝道期間」とし

て特別に定め られた，大 きな使命 を持つ期間

と考える必要があるp私 たちは しば しば出産

や死に際 して，この地上での生活のはっきり

とした目的を知 ることがある。幼児の祝福の

中で， 「あなたのこの世におけ る使命 は人々

に慰めを与えることです」 とか，葬儀 の席で

「この世における彼の使命は……」 といり言

葉 を耳にする。

使命 とは，善 きにつけ悪 しきにつけ，何 ら

かの目的を持 って生活す ることである。

マ ッケイ大管長はかつて 「すべての教会員

は宣教師である」 と言われた。この言葉が教

会や私たちの生活において大 きな意味がある

のは，その言葉の中に基本的な永遠の真理が

含 まれているからで ある。私 たちは確かに宣

教師である。善 を広め るか，悪 を広めるかは

別に して，私たちは皆宣教師である。
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盲人によって開かれた理解の眼

ア ー サ ー ・S・ ア ン タ'一 ソ ン

私 は・ひとりの盲人か ら学んだ指導の原則

を決 して忘れない。それは， ソル トレー

ク ・シティーのイーグルゲー トの四つ角 での

ことである。その 日，私が この街角に さしか

かると，盲導犬 を連れたひとりの盲 人(後 で

わか ったことだが，名前をジム ・ガンスキー

という)が 近づいてきた。間 もな く信号が変

わった。しか し，盲導犬は もじもじして一向

に歩 き出そうとしない。曲が り角 のところに

停車 しているバスに視界をさえぎられて，安

全を確認で きなかったか らである。私は見兼

ねて盲人の腕 をとり，横断歩道 を渡 り始めた。

歩 きなが ら，私は犬がなぜ動 こうとしなかっ

たか を説明 した。そして説明を終 える頃には，

すでに横断歩道 を半分ほど進んでいた。その

間，盲導犬は何度 も私の方に目を向け，けげ

んそうに主人の顔 を見上げていた。それか ら

引き具 をね じるように して， 自分が心配 して

いることを主人に伝えようとしているのであ

る。盲 人は私に丁重に礼 を述べ てか ら， きっ

ぱ りと言った。「恐れ入 りますが，手を放 して

いただけ ますか。この犬は 自分の仕事 を奪 う

人が嫌いな もので。」

何 と大切 な教訓だろ う。一度責任を任せ た

ら，それ を奪い取 ってはならないのである。

委任に関す るもうひ とつの忘れ難い教訓を

与えて くれたのは，1960年 代 末に・合衆国東海

岸「帯の伝道部 を管理 していたマー ク ・E・

ピーターセン長老である。彼は指示 と助言 を

与えるために，当時私たちが管理 していたノ

ースカロライナ ・バージニア伝道部を訪問 し

て下 さった。

ピー ターセン長老は ヨーロッパの伝道部長

当時，素晴 らしい成功 を収めた人だったので，

私は伝道部 を管理す る上で 自分が抱えている

すべての問題に解決策 を与 えてもらえるもの

と思 っていた。そこで，少し時間 を割いて も

らい，私は，伝道部の問題 を打 ち明け，助言

を求めた。 ところが彼は次の ようにしか答え

て下 さらなかった。「ある伝道部ではその問題

をこのように解決 しました。 また少し離れた

別の伝道部ではこのようにしています。」ピー

ターセン長老は幾つかの解決策 を挙げるだけ

で， どれ を選ぶかは私に任 された。それから

6日 後， ピー ターセン長老は飛行機で帰って

行かれた。その間，私のすべての質問に耳を

傾け，助言を与えて下 さった。 しか しその解

決方法を選ぶのはあ くまで私に任せ， しかも

私が決定 したことはすべて受け入れて下 さっ

たのである。 これは，主のみ業に携わる傑 出

した指導者か ら得た貴重な教訓である。

その後，私は予言者 ジョセブ ・ス ミスの著

書 を読んで，委任 と管理 の職 に関す る予言者

の考えに改めて興味を持 った。ある時，予言

者 ジョセブ ・ス ミスは，英国で伝道中の十二

使徒定員会の会員たちに手紙 を書き送った。
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彼 らは助言を求めていたか らである。予言者

は適切だ と思われる幾つかの助言 を与えてか

ら，こう書 き記した。「あなた方が助言 を求め

ている事柄には，重要な問題が数多 く含まれ

ています。しかし， あなた方は，完全な決定

を下すことができると思います。なぜな ら，

私よ りも現在置かれている状況に通 じている

か らです。私はあなた方の結束 した知恵に絶

大の信頼 を寄せ ています。そういうわけで，

私があえて詳細に触れなかったこともおわか

りいただけると思い ます。 もし何か間違った

ことに気づいたら，私は自分の考 えを明 らか

にして悪い点を指摘 したと思 います。」(7セ α一

6痂ηgs(ゾ 劾θ1)zo帥 θ'ノos6ヵ1zS珈漉 「予言者

ジ ョセブ ・ス ミスの教 え」p.176)

数年 前，神権ホームティーチ ング委貝会で

働いていた時，私は，教会幹部に同行 してス

テーキ部大会でホームティーチ ングに関する

指導の原則を教 える責任 を受 けた。私はアイ

ダホ州 ラフ ト・リバーヌ、テーキ部 で開かれた

土曜日の夜の神権指導者会で，七十人第一定

員会会員のA・ セオ ドア ・タ トル長老から，

用意 して きた発表 をす るように言われた。そ

れか ら約15分 間，私はホームティーチ ングに

関す る話 をし， ステーキ部の兄弟たちの実績

を向上させ る方法について私な りにわか りや

す く説明した。後方の席で数人があ くびをし

たのを除けば，聴衆は静かに耳を傾けていた。

途中に興味深い話 を織 り交ぜ，最大限の熱意

を込めて話をした。話が終わった時，私は大

試合を前に選手を叱咤激励す るフッ トボール

チームのコーチのような心境だった。

次いでタ トル長老が話 をす るために立ち上

がったが，その顔は物思いに沈んでいるよう

であった。彼は次の ように言 って話 を始めた。

10

「私はアンダー ソン兄弟の話 を一生懸命に聴

こうとしましたが， どうしてもほかのことが

心に浮かんで仕方あ りませ んで した。それは，

私が担当 しているホームテ ィーチングの家族

の ことです。彼らと心を通 じ合い，良い影響

を与えようとす るのですが，幾つかの間題が

あってなかなか それができませ ん。そのため

に彼 らのことがどうしても頭か ら離れないの

です。これか ら状況を簡単にお話 しますので，

皆 さんの助言 をいただきたい と思います。」

タ トル長老は信頼を裏切 るような個人的な

事柄には何ひとつ触れずに，幾つかの問題点

を明 らかに した。間 もな く，何人かの手が挙

が り，助言や解決策が述べ られた。会場にい

るすべ ての神権者が熱心 に参加 して，少しで

も助けを与えようとした。 こうして，彼らは

自らホームティーチングの問題 を解決する方

法を学んだのである。

その間，私は どっしていたか とい っと， 人 ，

に動機づけ を与えて教 える偉大 な教師の業 を，

ただ畏敬の念をもって見守 っているだけだっ

た。 タ トル長老は熱心に人々を導 き，委任 し，

人々の熱意 を駆 り立てた。彼の指導 を受けた

人々は， 自分の態度が変わっていることに気

づかなか った。ただ他の人の問題 を解決する

ために積極的に参加するこ としか考えていな

かった。

ある意味で，指導者に課せ られている最 も

大切 な責任は，人々を導 き，人々に動機づけ

を与えることであるといえる。キ リス トの教

えに倣 って生活する人々の模範に従 うならば，

私たちは主か ら託された責任 を積極的に果た

して第二の位 を保ち，主のみもとへ帰るにふ

さわ しい者 となることがで きるのである。



ノくデ ィー ・コナ ツツエル と奥 さんのマルチ

ナ ・ラネイ ・コナ ソツエルは，ふた り共

18歳 でバプテスマ を受けてか らもうかれ これ

16年 も教会に来てい ませんでした。教会員は

だれひとり彼 らと話す ことな く， もちろん訪

れ る宣教師 もいませ んでした。 しか し，そん

な彼 らの家に，ユ タ州 ドレーパー 出身のバー

ン ・リチ ンズ とウィルマ ・リチ ン ズ夫妻か

や って来たのです。 リチンズ長老 とリチンズ

姉妹かテネシー州 ジェームズタウンのコナソ

ツエル家 を訪れた時，ふた りの正体 を知った

バテ ィーは，早速例によって言い訳 を始めま

した。 リチンズ長老は居間の壁に掛かった鹿
はくせい

の剥製を指 して尋ねました。「コナッツエル兄

弟，あれはお じろ鹿ではあ りませんか。」

「そ うです よ
。」

夫婦の伝道

マ ー ヒ ン ・K・ カ ー トナ ー

11



「ちょっと見せ て下さいませ んか
。これは

どなたが剥製にしだものですか。」

「私がや りました。」

バディーはふた りを中に招 き入れ ました。

それから2時 間ほ ど，教会のことは一言も話

題にのぼ りませんで した。 しか し帰 る時には，

コナ ッツエル兄弟は リチンズ長老たちが祈 る

ことに同意 して くれました。

リチンズ姉妹が尋ねました。「3人 のお嬢 さ

ん方に，御両親の教会のこ とを教えて上げて

もよろしいでしょっか。」

「あの子たちはその道 を下ったところの教

会に行って ます。教会はひ とつで沢山です。」

バデ ィーはそ う答えました。

しか しふたりは引き下が りませんで した。

そして何 とかバデ ィーの承諾 を得 ることがで

きました。その日は木曜日でした。翌 日の金

曜 日に最初のレッスンをし， 日曜 日には家族

全員で教会に出席 して くれ ました。 そして，

1週 間後の 日曜 日に も， また家族そろって教

会に出席 して くれ ました。 レッスンもすでに

4回 終わっていました。一番上の少女が問い

かけて きました。「リチンズ兄弟，私 たちにい

つバプテスマ をして くれるの?」

「お父さんとお母 さんの許可が得られたらね。」

それを聞いていたバデ ィーはこう言いまし

た。「それじゃお願い しますよ。最初のレッス

ンを受けた日か ら，私 たちはタバ コも酒 もや

め ました。教会が真実であることはよ く知 っ

ています。ずっ と前か ら真実の教会 を知 って

いたのに，それに気づかずに何かほかのこと

ばか り求めていたようです。」

その週末に リチンズ長老は娘 さんたちにバ

プテスマを施 し，翌 日の 日曜 日にはバディー・

コナ ッツエル兄弟 を祭司に聖任 しました。そ

れか ら数 カ月後に， コナ ッツエル兄弟は リチ

ンズ長老によって長老に聖任 され， さらにス

テーキ部長の指示 で，第2副 支部長 に任命 さ

れました。 また彼の家族は， リチンズ兄弟，

姉妹 を証人として， ワシン トン神殿で結び固

めの儀式を受けることがで きました。
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リチ ンズ夫妻は宣教師で した。他の夫婦の

宣教師 と同 じように，この奉仕の時間は犠牲

ではな く，満たされた日々でした。「人生 で最

も満たされた時」でした。

夫婦の宣教師 とは， どうい う人々の ことで

しょうか。「1.夫 婦が共に神殿推薦状 を受け

るにふさわ しい状態にある。2.扶 養家族 と

同居 していない。3.伝 道地において自給す

るに足 りる財力が ある。4.夫 婦 とも健康で，

伝道活動における肉体的，情緒的必要 を満 た

すことがで きる。」(「伝道の手 引き」p.28)任

期 は普通1年 半ですが，多少の融通が き くよ

うになっています。伝道管理部は彼 らが 「教

会で最 も優秀 な宣教師」 と言われる理 由を3

つ あげています。地元の指導者の訓練がで き

る，教会員 と親しい関係 を持 って働 くこ とが

できる，伝道活動を効果的に進めることがで

きる， というのがその理由です。

地元の指導者 を訓練する

夫婦の宣教師は，地元の指導者が彼 らの経

験や熟練や指導 によって大 きな利益 を受 けら

れる地域へ派遣されます。 そうか といって，

主要な指導的立場に就 くこ とは普通あ りませ

んが，彼 らは地元の神権組織や補助組織の指

導者 と親 しい関係 を持 って働 き，経験 によっ

て教 え，模範 を通 して彼 らを強め ます。

七十人第一定貝会会長であ り，伝道管理部

の元管理デ ィレクターであるロイデン ・G・

デ リック長老は， 自分が伝道部長の時に，英

国の リバプールや プレス トンにステーキ・部 を

設立できたのは，地元の指導者 と共に働 いた

夫婦の宣教師に負 うところが大 きか ったと述

べています。

同 じく七十人第一定員会会長であり，現在

伝道管理部 の管理ディレクターであるカーロ

ス ・E・ エ イシー長老は，伝道部長 当時，テ

キサス州西部にある支部でどうしても伝道が

進 まないので夫婦の宣教師を派遣 してほ しい

とその地域のステーキ部長か ら要請 を受け ま

した。そこで，アイダホ州 リグビーか ら 「教



会員の中でも最 も経験豊富な」 メルビン ・ク

ック長老 とアニー ・クック姉妹がそこに派遣

されました。そして， クック長老は副支部長

として地元の神権指導者を指導 し，奥 さんも

補助組織で活躍 されました。

エイシー長老はこ う述べています。「彼らは

賢明でした。 自分たちがや り過 ぎればかえっ

て支部の会員たちに とってよくない とい うこ

とをよ く承知 していました。また， 自分 たち

は よい模範にならなければな らないことを知

っていました。そして教会員 とひ とつになっ

て立派な活気ある支部 を作 りあげたのです。」

教会員への模範

夫婦の宣教師は，ただいるだけで支部やワ

一 ド部の力 とな ります
。七十人第一定員会会

員であるレックス ・D・ ビネガー長老はこう

言っています。「夫婦の宣教師は，教会が人々

のために何 を行なっているかの生きた見本で

す。伝道地の人々は彼 らを見 彼らの行 ない

に示 される偉大な信仰 を目の当た りにします。

そ して教会で奉仕の一生 を送 ることの何たる

かを知るのです。」

ア リゾナ州 メサに住む ライル ・ヒル トン長

老 とエ レクタ ・ヒル トン姉妹は伝道を終えた

後，あるひとりの若い女性か ら手紙 を受け取

りました。「これまで私に与えて下さった励 ま

しに心か ら感謝 しています。あ りが とうござ

いました。お年 を召 していなが ら，夫婦で共

にイエス ・キ リス トに仕えるお姿 を拝見して，

私 も神殿で結婚 し，おふた りのような幸せな

奉仕 の生活ができるよ うにしたいと思 うよう

にな りました。」

家庭の夕べ を行な う，病気の教会員 を見舞

う，経験の浅い神権者が家族 を祝福す るのを

助ける，教会員に菜園作 りを教 えるなど，夫

婦の宣教師は様 々な活動 を通 して教会員 を強

め，モルモンとしての生活様式を守るよう励

ますこ とがで きます。

ユタ州バ ウンテフルの メル ビン ・H・ ロビ

ンズ長老，デロイス ・L・ ロビンズ姉妹は，

ア リゾナで伝道中に，家族の一部が教会員で

ある14の 家族 を訪れて，彼 らを教会へ導 きま

した。英国ブリス トル伝道部の前伝道部長，

アーノル ド・ナップ兄弟は，その伝道部では

夫婦 の宣教師によって年間600名 以上の教会

貝が再び教会に活発になった と述べています。

また，デ リック長老によれば，彼が伝道部長

当時，アイル ラン ド共和国では夫婦の宣教師

によって聖餐会の出席人数がほぼ3倍 に飛躍

的 な増加 を見た とい うのです。

一体 どうしてでしょうか
。「人を愛すること，

話に耳 を傾け ること，一緒に働 くこと，……

それだけです ね」 と，ユタ州バ ウンテフルの
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ラ・ノア ・キャノン姉妹は言います。「夫のケ

イルは鶏小屋や兎小屋 を作 るのを手伝 いまし

た。一緒に トマ トのびん詰め を手伝 ったこ と

もあ ります。皆さん と一緒に笑って，一緒に

祈 って，仲良 しになりました。」

地域社会の一員となる

豊か な生活経験は，社会活動の面でも大 き

な利益 をもた らします。夫婦の宣教師は経験

が豊か なために人々 と上手に話がで き，信頼

も得やすいのです。

ビネガー長老は，「若い宣教師はとか くよそ

者 と見られがちですが，夫婦の宣教師はその

社会の一貝 とみなされ ます」 と語 っています。

夫婦の宣教師は 「腰 を据えた」住人 として，

大勢の人 と出会い，大勢の友を作 り，新 しい

友人に心か ら思いや りを示すことがで きます。

デ リック長老はこう述べています。「人々に関

心 を寄せることが大切です。夫婦の宣教師は

上辺だけではない真心か らの関心を寄せ るこ

とができるために， 人々に受け入れられるの

です。」彼らは隣人として，他の方法ではどう

しても開 くことので きなか った扉 を開 くこと

がよくあります。

例えば， リチンズ長老 と姉妹がテネシー州

ジェームズタウンの町に着いた時，裏手に85

歳の ミラー老人が住んでいました。ある日，

その ミラーさんが リチンズ夫妻の住むアパー

トへやって きて，屋根の雨漏 りを直 したいの

で，アパー トの家主のはしごを借 りたいと言

ってきました。ところがその後，数週間経って

もそのはしごを借 りに きません。そこで リチ

ンズ長老は作業着 に着替 え，は しごを使 って

その屋根に登 りかけました。するとミラーさ

んが家 から出て来て言いました。

「何 をしてるのかね，宣教師さん。」

「お宅の屋根 を直そ うか と思いましてね
。」

リチンズ長老が仕事を終えると， ミラーさ

んは財布 をあけて20ド ル札を2枚 取 り出しま

した。「これ，手間賃ですわ。」

「手間賃なんて とんでもない。ただ 『あり

が とう』 と言っていただければ， それで十分

です よ。私たちモルモンの宣教師は主の仕事

をす るのにお金はいただかないのです。」

しか しミラー さんは頑 としてお金 を引っ込

めないので，リチンズ長老は言いました。「た

だ友人としてお手伝 いをしただけのことです。

私たちの気持ちを示 しただけのことです。」

「だが， わしはあなたがたの教会の会員で

はない。」

「でも
， 同じ神 さまの子供です。」

それか ら数週間後，教会員ではない雑貨屋

の主人が， リチン ズ長老 に その後の経緯 を

語 って くれ ました。その雑 貨屋 で ミラー さ

んは 自分が属 している教会の牧 師と会 い，近
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頃教会に来ていないね， と少し非難めいた口

調 で言われました。 この老人，初めはお とな

しく聞いてい たのですが，話 が隣に住 むモ

ルモンに対する批判に及んだ途端に怒 り出 し

てしまいました。

雑貨屋の主人の話によると，彼はこう言っ

たということです。「今，あのモルモンの宣教

師のこ とを何か言ったようだけ ど， まあ，わ

しの言 うことも聞 きなさい。わしはあんたの

教会に，だれか屋根の修理 をして くれないか

と頼んだが何 カ月も何の音 さたな しだった。

ところが， あの人はさっさと屋根 を直して く

れた よ。モルモンの宣教師がね。しか も自分

でだよ。」

「そ うですか
。 ところで，幾 ら請求 されま

した?」 牧 師は聞き返 しました。

「ああ，主のお仕事 をするのにお金などい

りませ んと言 って，受け取 りませんでしたよ。」

この出来事やその他 いろいろな事柄が町の

そこか しこでささやかれ るようにな り，人々

は リチンズ夫妻 を喜んで家へ迎えたい と思 う

ようにな りました。 これ までジェームズタウ

ンでは，モルモンに対す る反対があ まりに も

激 しかったために，4カ 月 といられた宣教師

はいませんでした。 しか し， リチンズ夫妻は

違 っていました。この3カ 月間，彼 らは町の

聖職者たちと会い， さらにラジオ放送局のマ

ネー ジャーや町の有力者たちと積極的に友好

関係 を築 いて，反モルモン的な宣伝 を止めさ

せ てしまったのです。

リチンズ夫妻の真心 の実践は教会員にもよ

い影響を及ぼ しました。 ジェームズタウンに

着任 した最初の 日曜 日に，彼らに握手 を求め

てきたのは25人 中のたった3人 しかいません

でした。それか らちょうど1年 後には，109人

の活発な教会員がみんな握手の仕方 を会得 し

ていたのです。

リチンズ姉妹はこう語っています。「人々に

何 よ りも彼 らの幸福 を願 っていることをわか

って もらえば，福音 を教えるのはたやすいこ

とですよ。」

奉仕 の恵み

人々が福音の真理を受け入れて より良い生

活に変わるのを目にす ることは，宣教師にと

ってこの上ない報いです。さらに夫婦の宣教

師には，奉仕 を通 して得 られる個人的な祝福

もあります。

多くの 人々がこの伝道の機会 を子供たちへ

の模範 として受け止めています。ソル トレー

ク ・シティーのバー ノン・スナー長老は，「私

たちが まず従わなかった ら，10人 の孫たちに，

主 の召 しに従順にな りなさいと言えないよう

な気が しましてね」 と言ってい ます。

現在七十人第一定員会会員であるM・ ラッ

セル ・バ ラー ド長老が伝道部長であった時，

ラバーン ・エイシー姉妹は最初の面接で，宣

教師 として何 をしてよいかわからず，恐ろし

くて心配だ と打ち明けました。そこでバ ラー

ド長老は実際に彼女と一緒に 「黄金の質問」を

する練習を して，親切 に手 ほ どきしたので

す。

その後，エイシー姉妹はオンタリオ州カー

トラン ドレー クに着任 したその日，夫のエイ

シー長老がスーパーマーケッ トで支払いをし

ている間， 勇気を出 してレジ係の女性 に 「黄

金の質問」 をすることができました。そして

その女性から良い返事 をもらったのです。

エイシー夫妻がベ ッティ ・W・ ギル ドとい

うその女性 とその夫のロバー トに最初の レッ

スンを行なった後，次か らロバー トの弟の ド

ンとその妻シープが加わ りました。そ して間

もな く，4人 はそろってバプテスマ を受けま

した。その影響力はさらに友人，家族へ と広

が り，12名 以上 の人々がバ プテスマ を受けま

した。すべ ては，エイシー姉妹が自分には無

理だ と考えていた勇気 を奮 い起 こしたことか

ら始 まったのです。

もうひとっの祝福 は， 多少調整は必要かも

しれ ませんが，1日24時 間 を一緒に過ごせ る

とい うことです。多 くの夫婦が，共に一生懸

命働 き，永遠の伴侶が主のみ業に携わる姿 を

自分の目で眺め，長時間一緒に霊的な環境に
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いられるといりことは喜びであると述べてい

ます。

しか し，夫婦の宣教師や伝道部長 たちは，

伝道は第二のハネムー ンではないし，退職後

の慰安旅行 でもないと口をそろえて強調 して

います。ビネガー長老は，「退職後，伝道に出

る夫婦は，チャレンジの多い，感動的な仕事

に携わ ります」 と述べています。

伝道で得 られた霊的な進歩に感謝の念を抱

いているアイダホ州 ポカテロのデ ィーン・M・

ロイ ド長老，マーチー ・ロイ ド姉妹は， そん

なことで恐れてはならないと言っています。

「退職後
，私たちは長年計画 していた通 りに

旅行をしました。確かに旅行 は楽 しかったで

すが，霊的には少しも高 まりませ んで した。

しか し伝道に出ようと決心 してからは新 しい

力と感情が湧いてきて，大 きな目標が生 まれ，

また新 しい友人や新 しい場所 を知 るようにな

りました。そのために夫婦の関係が以前 より

も一層密に感じられ るようにな りました。私

たちは共通の目標 を持 ち，本当の夫婦愛 を築

き上げ ることができました。 そして何 よりも

霊的な引退ではな く，新 しい霊的な成長に 目

覚めることがで きたのです。」

若い時代に伝道の機会がなかった人々に と

っては， この伝道がその一生の夢 を実現させ

るものであるか もしれませ ん。しか しデ リッ

ク長老はこう述べています。「私は，全教会員

が2回 伝道に出るよう計画 していただきたい

と思います。最初は19歳 の時に，そして2回

目は引退す る年齢に達 した時です。退職後の

伝道 を計画 し，そのために準備 をす ることが

壮年時代の生活に どんなによい影響 を及ぼす

か，考 えてみて下さい。体調 を整え，精神 を

鍛 え，霊性を高め るのにどんなに有益なこと

でしょう。」

しかし， この2回 の伝道で十分だと言える

でしょうか。元テネシー州ナッシュビル伝道

部長でソル トレーク ・シテ ィー在住のエマー

ソン ・T・ キャノン兄弟は， もう一度夫婦 で

伝道す るの を楽 しみに しています。 しかも，
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今 度は夫婦の宣教師 として伝 道に出たいそう

です。その理由を彼はこう説明しています。

「御夫婦の宣教師 を見ていて私たちもあの人

たちのように全時間を使 って伝道 したい と思

うようになったのです。」

ユ タ州オグデンのジョセブ ・モンゴメ リー

長老 とテルマ ・モンゴメ リー姉妹 は，夫婦 と

して2度 目の伝道に出た最初の 日に伝道部長

と面接 をして，次の ように語っています。「バ

ックナー伝道部長，私たちはこれか ら1年 半

の間，一生懸命 に伝道 して1979年 の9月 にユ

タへ帰 ります。そうすれば桃や梨や トマ トの

びん詰めにちょうど間に合 いますか らね。そ

して1979年 の クリスマス までに，3回 目の伝

道に出ようと思っています。」

夫婦の宣教師 に共通の問題

伝道 に出たい夫婦はどうすればよいで しょ

うか。前七十人第一定員会会長のA・ セオ ド

ア ・タトル長老は次のように述べています。

「その資格 と能力があるか どうかを神権指導

者に尋ねていただきたい。」(「聖徒の道」1978

年2月 号，p.85)

しか し，伝道の召しをこち らか ら求めるの

は出過 ぎたことでしょうか。七十人第一定員

会会長のカーロス ・E・ エイシー長老はこう

答えています。「いいえ，決 してそんなことは

ありませ ん。 もちろん，夫婦が勝手に伝道に

出るわけにはいきませ ん。 まず監督の ところ

へ行 って，伝道に関心が あることを告げるこ

とです。」

また私 たちは街頭伝道の厳 しさに肉体的に

耐えられるかどうかわか りません。エイシー

長老は再び こう述べています。「で も街 頭伝

道がすべてではあ りません。ほかに も，友達

を作 り，人々 と交わ る方法は幾 らでもありま

す。」この記事の中にはいろいろな伝道方法に

つ いて述べ られていますが，街頭伝道のこと

に触れているところはどこに もありません。

また夫婦は福祉活動宣教師として，教会員に

健康や栄養の指導，農業，職業の援助 を与 え



ることもできます。

また訪問者センターのガイ ドとして働いて

いる夫婦 もいます。そのほか，広報関係の仕

事や伝道本部勤務の宣教師 として働いている

人もいます。

私たちは皆，レッスンを覚 える必要がある

でしょうか。ある夫婦の宣教師は覚える必要

があ りますが，覚 えな くてよい夫婦 もいます。

エイシー長老はこう述べています。「夫婦の宣

教師はレッスンの概要 を習っていれば，一言

一句正確に覚 えな くて も効果的に教えること

がで きます。」宣教 師訓練セ ンターでは，福音

の概念を教 えるこ とのほかに，会話や言葉の

勉強，聖典 の勉強などにも力を入れています。

そ して， 自分 たちが福音の真理に 目覚めた生

活体験を通 して福音 を教 えられ るようにして

います。

夫婦の宣教師も新 しい言語を学ぶ必要があ

るで しょうか。もし過去 に外国語 を勉強した

経験があ り，外国語を話す能力があれば，監

督にそう話 して下 さい。しか し，「普通，夫婦

が希望 している場合や，あるいは夫婦の承認

がなければ，言語の修得 を要する地域に派遣

されることはあ りません」 とエイシー長老は

は述べています。

もし私たちが住み慣れている気侯 とまった

く違 う地域 に派遣 されたとした ら， どうなる

で しょうか。普通，気候の適応性は人が考え

るほどむずか しい ものではあ りません。ワシ

ン トン州サニーサイ ドのJ・ キャロル ・バグ

リー長老，パール ・A・ バ グリー姉妹 は，最：

初は英国本土へ，2度 目はフ ィリピンという

ように，寒い所 と暑い所の両極端の地域で伝

道 しました。しか も，「どちらの国でも，病気

で休 んだ 日は一 日もあ りませ んで した」 と述

べています。

その他の健康面については どうでしょうか。

健康 は監督が十分に考慮すべ き項 目のひとつ

です。 しかし，ほとんどの宣教師は十分伝道

がで きる健康な体 を具 えているようです。ア

イダホ州ア リモのウィノナ ・L・ アームス ト

ロング姉妹はある朝， 目を覚 ます ととてもひ

どい偏頭痛が しました。 しか し，その 日，夫

と共に予定 している5回 のレッスンを取 り止

め たくあ りませんでした。そこで主に祈 りま

した。主にはその痛み を取 り除 く力のあるこ

とを知 っていたからです。「私が祈 り終わって

立 ち上が る前に，すでに頭痛は治まっていま

した。」

ユ タ州 ドレイパーのウィルマ ・リチンズ姉

妹は伝道に出る一週間前 まで車椅子の生活で

した。 もちろん伝道地に行 って も病や痛みは

完全にな くなったわけではありませ ん。しか

し，車椅子 を必要 とはしませんでした。「決 し

て生易 しいこ とではあ りませんでした。苦 し

くてつ らいこ との連続でした。でも私たちが

精一杯努力 して，力尽 きた時には，主がさら

に力を与 えて下 さいました。」

ビネガー長老 も，夫婦の宣教師は奉仕 をす

るに十分 な健康 を具 えてお く必要があると述

べ た後に， こう付け加 えています。 しか し，

「彼らが通常の宣教師 と同 じような厳 しいス

ケジュールに従 うよう期待 してはいませ ん。

伝道部長 は，彼 ら自身でどれだけで きるか決

めさせ ます。夫婦の宣教師は永遠の伴侶 と共

に，長い 目で地域社会に働 きかけることが大

切なのです。」
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保者にかかる前に

ス ザ ン ヌ ・タ'ン ドイ

家 族のだれかが病気にかかった ら・医者へ

行 く前に， まずその病人 をよく観察 しな

ければなりません。一刻を争 う場合 でなけれ

ば，観察結果 をメモ して下 さい。病状 を十分

に把握 しないうちに病院へ駆けつけると，重

要な徴候 を見逃す ことに もなりかねませ ん。

病気の症状には，痛い，ひきつる，息苦 しい，

だるい とい うように本人が訴えるものと，発

熱，出血，発疹 というように観察 してわかる

客観的なもの とが あります。

病状をきちん と報告 できるように，次のチ

ェックリス トを利用 してはいかがで しょうか。

痛み

()痛 みの種類。(鈍 痛，痺痛，激痛など)

()間 隔(常 時，あるいは断続的)

()姿 勢 を変えると痛 くなるか。

()食 べ ると痛 くなるか。

熱

()体 温計で計った体温

脈拍

()1分 間の脈拍数

()1分 間の呼吸数

()呼 吸困難はないか。

()咳 は出ないか。
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出血

()箇 所

()血 の色(濃 い，薄い)

()量(継 続的，断続的，に じむ程度)

排 出物

()大 便 ，小便，嘔吐物，たん，その他排

拙物の色や様子の変化(普 段 と違 っているよ

うであれば，ふた付 きの容器に入れて病院に

持 って行 く)

皮 膚

()全 体 の様子(赤 み，発汗，蒼 白，黄疽

など)

()あ る箇所だけ赤いとか青い ということ

がないか。

()発 疹(箇 所 と様子)

全 体的に

()病 人 らし くみ えるか。

()気 分はどうか。(脱 力感，倦怠感など)

()具 合 が悪 くなってどれ位経つか。

()食 欲はどうか。

徴候や症状の説明に加 えて，病 人に どの よ

うな応急処置をしたか， どのような薬 を飲 ま

せ たか ということも医師に伝 える必要があ り

ます。医者は，病 人の症状 を完全に知ること

によって初めて，正確に診断を下 し，速やか

に治療 を施す ことがで きるのです。

熱 とは何 でしょうか

熱はないが病気だとい う場合 もあ ります。

しか し一般に発熱は，体 の調子が悪 いことを

知 らせ る赤信号です。医者は長い間，平熱 と

の差異を，その人が病気か どうか， また どう

い う病気 でどういう処置が必要か，病人がど

の くらい回復 しているかなどを判断する目安

として きました。病気にかかると，医者から

最初に 「熱は何度 でしたか」 と聞かれるのは

そのため です。ですか ら， どの家庭に も体温

計を常備 して，その取 り扱い方法をよく知っ

てお くことが大切 です。

次のような症状がある時は， まず体温を調

べ て下さい。

1.気 分が悪い時，病気の徴候が表われた

時。

2.病 気の時は毎 日同 じ時刻に1日1回 な

い し2回 ，朝夕あるいは医師の指示に従 って

計る。(患者の状態や年齢に応 じて，4時 間お

きであったり，週1回 であった りもする)

3.寒 気 がする，眠れない，痛むなど病人

の状態に急な変化があった時。

4。 頭痛，胸部や腹部の痛み，のどの痛み，

悪寒，嘔吐，下痢，発疹などのある時。

検温のために患者 を起こす必要はありませ

ん。正確 に計るためには，病人が温浴あるい

は冷水浴をした後や，熱い もの，冷たいもの

の飲んだ後は，最低15分 間ほど待って検温 を

行 ないます。運動の盛んな子供 たちは，比較

的静かに して，休 んでいる時に行な うように

します。

検温の仕方，体温計の読み方がわか ったら，

その体温が何 を意味 しているのか，一通 り知

ってお くことが大切です。成人の場合，37.8

度 あれば熱があると考えられます。幼児の場

合は，38.2度 まで平熱の範囲と見てよいでし

ょう。人間は1日24時 間の間に体温が変わ り

ます。夕方がやや高 く，朝方が一番低いので

す。

熱その ものは病気でないことを承知 してい
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て下さい。熱は病気の症状なのです。 しか し，

熱がいつも病気の症状か というと，そ うでな

い場合 もあります。熱が全然ないのに重 い病

気にかかっている場合 もあるか らです。また

熱はないのに，熱の症状が出ることもあ りま

す。その場合 もそのことを医者に伝 える必要

があります。

子供が39度 や40度 の 熱を出 したか らといっ

て，あわてるこ とはありませ ん。熱の高低が

必ず しも病状 を表わ しているわけではないか

らです。ただし，生後3カ 月に満たない乳児

の発熱は問題です。大 きな子供の熱 と違いま

すか ら，必ず医師の診断 を仰いで下 さい。

時々医者は熱を度外視 して，病気その もの

の治療に専心することがあ ります。この種の

熱は，体が病気 と闘っている証拠なのです。

また熱を病気の進み具合 を知 る手段 としてみ

ることもあ ります。 しか し，病 人が高熱のた

めに眠れない時や衰弱している時は，医者 も

熱を下げようとす るはずです。

家庭常備薬

常備薬は，家族がけが をした時や病気にな

った時にす ぐに使用できるようにしてお くこ

とが大切 です。夜中や危急の時に病院に行け

ずに， どうしても一時的に症状 を和 らげる必

要が生 じることがあるか らです。

家庭の常備薬 として，次の薬品を備えてお

くとよいでしょう。

()解 熱鎮痛剤(小 児用 も)*

()充 血 除去剤(錠 剤も含む)*

()鎮 咳 剤，去疾剤

()ト ローチ錠

()抗 生物質軟膏

()ワ セ リン

20

()カ ラ ミン洗浄液

()火 傷治療軟膏，鎮痛噴霧剤

()抗 ヒスタ ミン剤*

以 上の薬は，処方薬 と同 じように変色 した

り，外見や匂いに異常が認め られた りした ら

廃棄 して下 さい。子供 のいる家庭では，医薬

品 を鍵のかかる箱にしまって下 さい。また毒

薬には， その毒薬のための解毒薬を記 したラ

ベルも張ってお くようにします。

薬以外で救急箱に常備 してお くもの として

次のようなものがあ ります。

()体 温計

()薬 用 アルコール(70%)

()消 毒 液(傷 口の消毒用)

()消 毒 綿 と綿棒

()救 急絆創膏

()包 帯，眼帯

()殺 菌 ガーゼ

()ハ サ ミ

()ピ ンセ ッ ト，毛抜き

()氷 まくら

()応 急手当のガイ ド

以上の医薬品はみんなが よく知っている出

しやすい所にまとめて保管 して下 さい。適 当

な薬や器材が手近にあれば，急病やけがの時

に も落着 いて処置できます。病気やけがのひ

どい時は，す ぐに医者に診せる必要 のあるこ

とは言 うまでもあ りません。

*子 供には医師または薬剤師に相談して使用し

て下さい。

(ス ザ ン ヌ.ダ ン ドイ， 医 学博 士 ，

保健 衛 生局 局 長 代理)

ア リゾナ州
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おも

らせ ては いけ な い,と グ レー タ は思 い

ま した。 気 が つ く と,お じさ ん と,い

とこ のア ニ ー とハ ンス が,さ ん ば しか

て

ら手 をふ って い ます 。 グ レー タは,も

かんが

りその ことを考 えるの をやめ ま した。
いそ ふね

急 いで 船 か らお りる と,グ レー タ は,

に こ に こ して レ}る ふ た りの い とこ を だ

あ

き しめ ま した 。｢ま た 会 え て う れ し い

わ。｣

さいこう ぴ
｢最 高のおたん じょう 日のプ レゼ ン

い

トよ｣と ア ニ ー が 言 い ま した。｢ほ ん と

うに ひ さ しぶ りね 。｣

ハ ンス もほ ん と うに うれ し そ うで す 。

はや うち い み
｢早 く家に行 こうよ

.グ レー タに見せ

たい ものがあ るんだ｣と,せ きたて る

ト ヒ

よ っに 言 い ま した 。

とう はな し

お父 さん とお じさんは,話 にむ ちゅ
にん だ

うになっていて,3人 がかけ出 したの
め はい すこ い

も目に入 らない ようす です。少 し行 く
おか うえ おお き いろ い え み

と,丘 の上 に大 きな黄 色い家 が見えて

きました。
まえ

ヒルダおば さんが,げ んか んの前で
ま

待 って い ま した 。 お ば さん は,エ プ ロ

て つ よ

ンで手 をふ くと,グ レー タを強 くだ き

あ たの

しめ ま した 。｢あ な たに会 うの を楽 しみ

に して い た の よ 。 よ くきて くれ た わ ね,

グ レー タ 。｣

むね

とつ ぜ ん,グ レー タ の胸 に あつ い も
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あ い

のが こみ上げて きて,な に も言 えな く

な って しまいました。アニー とハ ンス
とう

はなんて しあわせ なんで しょう。お父
かあ おお

さんやお母 さんのい るこんな大 き くて
いえ す

すて きな家に住めて。ふた りは,こ の
き

しあわせ に気づ いてい るか しら。

おば さんは,ち ょうどケーキ をや い
にん す こ さ

て い る とこ ろで,3人 に 少 しず つ切 っ

て くれ ま .した 。 で きた て の ケ ー キ に は,

さ と う とバ ター が た っぷ りかか って い

ます 。

み
｢そ うそ う

,わ た しに見せ たい もの
き

って な あ に 。｣グ レー タが 聞 き ま した 。

いそ

ハ ンス とア ニー は
,急 い で グ レー タ

にわ つ

を庭 に連 れてい きました。
み

｢ほ ら
,見 て ご らん 。｣
ゆび ほう み

ハ ン ス の指 さす 方 を見 る と,そ こに

は,た ぐさ.んの チ ュー リップ に い う ど
にわ

られ た,か わ い い庭 が つ くっ て あ りま

した 。

はな

｢わ た しがお花 を うえて,ハ ンスが
こ い し コ みち いけ

小石 をな らべ て道 と池をつ くったの。｣

アニーがせつめ い して くれ ました。
ちい ふ う

｢そ れか らねハ ンスはね
,小 さな風

しゃ

車 もつ くっ た の よ。｣

にわ
｢な んて:すて きなお庭 なんでしょう｣

い

グ レー タ は,か ん げ き し て言 い ま した 。

こ ども いえ とう

子供 たちが家に もど る と,お 父 さん
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附駅聯謬 ｢浮

棚羅コ う た

つ に な る キ ャ サ リ ン は,歌 い な が

6 うし

らジ ョセ ブの 後 ろ につ い て,ほ り

き いろ

お こされ たばか りのみ ぞに,黄 色の と

っもろこ しのたね をまいてい ます。 ジ
まえ 　ある

ヨセ ブは,キ ャサ リンの 前 を歩 きな が

ら,つ ぶ や き ま した 。｢も し,ア ル ビ ン

かね か え

が お金 をもって帰 らなか った ら,こ の

と ちぎょうしゃ ところ

トウモ ロコシはみんな,土 地業者 の所
き むし

へ 行 って し ま う。 聞 くとこ ろ で は,虫
わ

や カ ラス に も,分 け な い ら しい 。｣

と ち ぎょう しゃ き

キャサ リンは,土 地業者 について聞
し

いた こ とは あ りま したが,よ くは 知 り

ませ ん で した 。

と ちぎ よう しゃ
｢に い さん

,土 地 業 者 って な あ に。｣

うし じ はな

ジ ョセ ブは,牛 を とめ て,話 しは じめ

ま した。

と ち う ひと ひ で

｢土地 を売 る人の ことだ よ
。 日照 りだ

さくもつ う と

った り,作 物が売れなかった りで,土
ち かね か え の うじょう

地のお金 を返せ ない と,農 場 をと りか
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え しに くるん だ 。｣

き き はたけ つく

ジ ョセブは,木 を切 って畑 を作 った
おも だ とお

ときの ことを思い出 しました。お父 さ
あさはや くら はたら

んは,朝 早 くか ら暗 くな るまで働 きま
と ち かね かえ

した。 また,土 地 のお金 を返す だめに,
つ く う

イスやバ スケ ッ ト,ほ うきを作 って売
とう

っ た こ と もあ りま した。 お父 さ ん は,

の うじょう はた ら

ほか の農場 で も働 きま した。 それで も,
かね

お金 はたま りません で した。
のう じよう

｢う ち の農 場 は
,と られ るのか し ら。｣

キ ャサ リンの こ とば に,ジ ョセ ブ は,

わ れ にか え りま した 。

かね
｢お 金がで きなければね

。みん なで
はたら

働 い て い るけ ど,ま だた りないん だ よ。｣

い き うし

ジ ョセ ブ は,た め 息 をつ き,牛 に む

ち をあ て ま した 。

なに
｢わ た し

､にも,何 か で きる か し ら。｣
て つだ

｢キ ャサ リン は
,よ く手 伝 っ て る よ。

き き はたけ

木 を切 った り,畑 をたがや した り,た
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おもちゃばこ

こ の あ そ び は,ひ と りで も,
とも

お 友 だ ち と い っ し ょで も,
たの

楽 しくあそべ ます。
おお かみ

よういす るもの:大 きな紙
ちい いと

コ ップ,小 さ な 糸 ま き,

60セ ン チ の ひ も
かみ

紙 コップのそこにあなをあ
いと とお いと

け る。あなに糸を通 し,糸

のはしをコップの 中でむす
いつぼう いと

ぶ 。 も う一 方 の は し を,糸
とお

まきのあなに通してむすぶ。
て いと

かた手でコップをもち,糸
した

まきを下へた らします。そ
い と

れか ら,っ で をふ って糸 ま
たか あ なか

きを高 く上げ,コ ップの中
おと じ かん

へ落 します。時間 をきめて,
なんかいはい

何回入るかや ってみましょ

う。

/

1__

､＼

､

籍 ＼
＼

～､

一～

ン
〆/フ ン2
＼.　 `

ピ(里 ノ
ヒ

｢わ あ
。 す ご い え もの が

か か っ た ね 。｣

レ

'馳 ･㌧

＼

ほね のめ い ろ
こ いぬ とお いぬ ご や

小犬が,ほ ねのめい ろを通って,犬 小屋へ
たす

もどれるように,助 けてあげて ください。



灘 灘

灘 ，

すべての戒めに

従いなさい

H・ ケ ン ト ・ラ ブ リ ー

ま さか言語訓練伝道部にいる間に・病院に
かつ ぎ込まれて， レン トゲン撮影 を受け

ることになろ っなどとは思いもよらぬことで

あった。しかし，私の くるぶ しは大 きくはれ

あが っていた。運動の時間の新 しい犠牲者で

ある。

その15分 前，私はサ ッカーに熱中 していた。

残 り時間は1分 しかなか ったが，私のグルー

プが リー ドしていた。 ところが突然，味方の

守備が乱れ始め， ボールがゴール目掛けて飛

んできた。私はボールの方へ走った。そして

キ ックしようとした瞬間，それ を阻止しよう

とした親友のデュラン長老 とぶつかって転ん

だ。ボキッ!木 の枝 をタオルで包んで折っ

たような音が して，みんなの顔色が変わった。

私は右足を抱え，身をよじりながら，医者を

呼んで下 さい と叫んだ。

起 き上が ろうに も，足が痛 くてできず， じ

っとして歯 を食いしばるしかなかった。やが

て救急車がや って きて，病院に運ばれ， レン

トゲン撮影 を受けることになった。ただの捻

挫か脱臼ですんで くれるように と祈 ったが，

奇跡の望みは打ち砕かれた。半開きの ドアの

向こ うから，看護婦の声が聞 こえてきた。「あ

んなひどい骨折，見たことがあ りませんわ。」

45分 ほど，私は待たされた。やがて専門医

がや って来たが，先程の看護婦 と同じことを

言った。私は足首に金具 を打ち込む手術 を終

え，夜の11時 頃までベ ッ ドの中で意識 もうろ

うとして横になっていた。その時，私の頭の

中にあったのは，2週 間後に私のグループの

21人 の長老たちは グアテマ ラ ・エルサルバ ド

ル伝道部へ発つが，，自分は取 り残されてしま

っのではないかと吟 っ思いだった。

私 は4日 目に退院し，松葉杖 をつ きながら，
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不 自由な足を引きずって言語訓練伝道部へ戻

って きた。

レッスンはすべて終 えていなが ら， その後

5週 間もそこにいなければな らない というこ

とが どうい うこ とか，説明する言葉 もない。

しか しレッスンなら，夢の中ででも， シャワ

ーを浴びなが らでも，いつで もどの箇所でも

言 っこ とがで きた。

宣教師たちがグアテマラに出発するちょう

ど4日 前に，私 はギブスを取ることがで きた。

しか し， さらに2週 間の治療が必要だ とい う。

しか し，私は宣教 師特有の熱心 さで医者 を口

説き落 とし，初めの数週間過度の歩行をしなけ

れば出発 して もよい とい う許可をもらった。

私の体内の燃える思いが回復を早めたので

あろう。空港に着 く頃にはかな り良 くなって

いた。足首が完全によ くなっているこ とを証

明す るために，私は跳んだ りはねたりしてみ

た。そして，右足に残 っている20セ ンチ もあ

る傷跡をみんなに見せて回った。とにか く，

私のふざけた様子に，母は息 をのんでは らは

らしていた。そ して友人は口々にこう言った。

「彼は本当に大けがをしてたのかい」 と
。

涙 を流す者や わいわい騒 ぐ人々で空港はこ

ったがえしていた。私は皆が与えて くれ るい

ろいろな忠告や助言 を上の空で聞 いていた。

そして，心はと言 えば，ゲー トの方にけん引

されて行 くジェ ット機 と， グアテマラ とエル

サルバ ドルのすべての人 を改宗す るこ とに飛

んでいた。やがて搭乗時刻が迫って きたこ と

を告げるアナウンスがあ り，せ き立てられる

ようにして，両親や妹たち と最後のあいさつ

を交わ した。そ して，最後に泣きたいの を必

死にこらえて笑顔 を作 っていたガールフレン

ドと固い握手 を交わ した。
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搭 乗口へ続 くドアの所へ来た時，父が こう

言 った。「ケン ト，すべての戒めを守 りなさい。

そうすれば幸福 な生涯 を送 ることがで きる。」

「わかってます，父さん。」私はせ わしげに相

づ ちを打 って，飛行機の方へ向かった。そ し

て心の中でこうつぶやいた。「父さん，また言

葉 を間違えたね。つまり， こう言いたか った

んで しょう。『すべての戒め を守 りなさい。そ

うすれば幸福な宣教師生活 を送 ることがで き

る』って。」私はそう言って この言葉に 「親の

お節介」 というレッテルを貼 り，そのまま記

憶の片すみにしまい込んでしまった。

ところが，それから7カ 月後に，父が亡 く

なった。父が飛行機事故 で死んだ とい うこと

を伝道部長か ら聞かされ，私の心は動揺 した。

その時， 自分が，左の肩に悪魔 を， そして右

の肩に天使 を乗せた漫画の登場人物のよ うに

思 えて仕方がなかった。悪魔は こうささやい

た。「お前はこんな所で何をしているんだ。死

後の世界の話なんて，みんな うそっぱちさ。

お前が伝道に出て，今 までどんなことがあっ

たか考 えてみ るんだね。足の骨 を折 って病院

に入れられ，人も習慣 も違 う，西 も東 もわか

らない土地へ来て，挙句の果てに父親は死ん

でしまう。これがお前の人生 で最 も幸福な2

年 間かい。家族か ら3，000キ ロ も離 され，今

のお前は天涯孤独の身 じゃないか。」

私はこれまでずっと忠実な教会貝でいた し，

そのようなことを考 えたこともなか った。 し

か し，ふ とそんな思いが私の心の中に去来 し

たのである。

しか し， もう一方の肩の天使がこう言 った。

「しっか りしなさい，長老。あなたのお父さ

んは立派な人でした。家族の長 として，福音

のすべて をあなたに教えて くれたのは力強い



お父さんではあ りませんか。永遠の生命こそ

真実の福音の原則ではないですか。お父 さん

はあなた を待っているのです よ。あなたの証

は，小 さい時からずっ と持 ち続けて きたもの

ではあ りませんか。今 は疑いの心 を起こして

いるような時ではないはずです。」

こうした懐疑心 と現実 との葛藤の中で，私

の心の中に響いてきたのが，空港 での父の言

葉であった。「ケン ト，すべての戒めを守りな

さい。そうすれば幸福 な生涯 を送ることがで

きる。」父の言葉には何の間違 いもなかった。

この最後の言葉こそ，残 りの人生を導 く，霊

感 された勧告 となったからである。父は， 自

分が教 えた通 りの生活をした。そ してその死

後数週間たって初めて，私は，父が その生涯

をかけて証 して きたことの本当の意味が わか

ったのである。

父の死に よって，経済的な問題が生 じてき

た。残 り15カ 月の任期の うち，11カ 月の生活

費は銀行 に預金 してあったが，後の4カ 月分

は母に何 とか して もらうしかなかった。また，

伝道 を終えてか ら大学へ戻 る計画 を立ててい

たが，その計画 も今 は夢 と化 して しまった。

しかし，主は御 自身が遣わされた宣教師をお

見捨てになるはずがないのである。

それか らしばら くして，私は母親か ら一通

の手紙 を受け取 った。そこには， もうお金の

心配 をする必要 はない と書かれていた。ある

人が監督に，で きれば私が任期を終えるまで

援助 をしたいと申し出てきたとい うのである。

教会には親切な人がた くさんいて，この よう

なことも決 して珍 しいことではない。 しか し

この場合は，様子が少 し違っていた。その人

は監督 にこう言ってきたという。「私は皆 さん

の教会の会員ではあ りません。で も，あのホ

一 リス ・ラブ リー という方は本当に素晴 らし

い人で，私は心か ら彼 を尊敬 していました。

それで御子 息の任期中，お力になれれば と思

うのです。」そしてこの人は15カ 月間欠か さず，

匿名で私の口座にお金 を振 り込んでくれたの

である。

その人がだれなのか，今 もってわからない。

父が示 して くれた従順その ものの生活は，

父の死後 も私たちに祝福をもたらした。その

死 は私の伝道中に最 も貴重な経験 となったの

である。こう言 うと奇妙に聞こえるか も知れ

ないが，正直言って，父が生 きて くれたら，

と思 うこともある。 しか し，あの時以来，父

の生 き方を身をもって示すことこそ私の使命

であると思 うようになった。そして，間もな

く，「すべての戒め」に従 って生活することの

大切 さを知 ることができた。その戒めがどん

なに小 さくささいなものに見えようとも，そ

れに従った時，私は幸福感を味わうことがで

きた。

主 はこのように言われた。「そもそも創世の

以前よ り天に於て定め られたる一つの変らざ

る律法あ りて， あらゆる祝福はこれに基 くな

り。

すなわち，われ ら何にて も神 より祝福を受

くる時は，この祝福の基 く律法に従 うによ り

て然 るな り。」(教 義 と聖約130：20-21)

この聖句は真実である。 自分の中に憂いや

悲しみがあることに気づ いた時，いつも思い

知 らされ ることは，それは自分が求められて

いるすべてのことに従 っていないか らだとい

うことである。今 でも，私の耳にあの励 まし

の言葉が聞こえる。「すべて の戒 め を守 りな

さい。そ うすれば幸 福 な生涯を送ることがで

きる。」
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目的ある人生

皆 さんはこれ までこの よ・な考えを持った
ことはないだろうか。「自分は大 した人間

ではない。 自分が言 うことや行 なうことに関

心を持 ってくれ る人はだれ もいない。自分は

何か特別なもの を人に与えることができるだ

ろうか。人を助け，人々の生活を良い方向に

変えるために 自分には何ができるだろ う。困

っている人を助け，人々の生活 を良い方向に

変えるために， 自分には本当に価値ある才能

があるのだろうか。 困っている人を助 けるた

めに自分にで きることが何かあるだろ うか。

自分はそんな人間ではない。自分が しな くて

も，ほかの人が来て， もっと良い助けを与え

てくれるはずだ。」

この世の中で最大のチャレンジのひ とつは，

自分がつまらない人間であり，何の とりえも

ない人間だという考 えを打ち破 ることである。

皆さんは，天父が偉大な業 をなす可能性 を与

えず，ただ思いつ くままに御 自分の子供たち

をこの世に送 られたな どと，一瞬た りとも考

えたことはないだろっか。

実に私たちはそれぞれ違った特性，才能，

個性，能力を持 っている。ある人は他の人よ

りも多くの賜， あるいは少な くとも違った賜

を持っているように思 う。学校で成績の良い

人もいれば，バ スケッ トボールの上手な人も

いる。背の高い人，低い人，体重の重い人，

軽い人など様々である。また， ある人は他の

人よりも美 しくハ ンサムなことも事実である。

そこで私たちはこうつぶやいた り，考えた り

管理監督会第一副監督

H・ バー ク ・ピー ターセ ン

す る。「ジョン(ま たはアン)の ようだったら

な。みんなが驚 くようなすば らしいことがで

きるのに。そうしたらみんなぼ く(私)の よ

うにな りたいと言 うようになるだろうな。そ

うなったら， どんなにすば らしいだろう。」

皆 さんに， ごく普通の教会員で普通のこ と

をしなが ら，幾つかの点でその人を偉大にし

たすばらしい実例 を少し御紹介 したいと思 う。

宣教師の同僚

その宣教師は松葉づ えをついて証を述べて

いた。 自転車の事故でひ ざを負傷 したのであ

る。彼は自分の同僚 をどれほ ど愛 しているか，

また同僚からどのように して愛の深さを学ん

だか他の宣教師たちに伝えたかったのである。

2，3週 間前，彼は事故に遭 い，医者か ら自転

車に乗ることを禁 じられ，足 を固定 してお く

ように と言われた。伝道部長は同僚 が伝道を

続け られるように，彼を転任 させ るこ とに決

めた。 自転車に も乗れないで，一体 どんな働

きがで きるだろうか。 しか し，同僚は彼 を転

任させ ないで欲 しいと伝道部長に懇願 した。

ふた りの伝道は とてもうまくいっていたし，

同僚は足の不 自由な彼を愛 していた。必ずよ

い方法が見つかると思っていた。「どうか私 た

ちにや らせて下 さい」 と同僚は伝道部長に頼

んだ。そこで伝道部長は承諾 し，や らせてみ

ることにした。

松葉づ えをついたその長老はその後， どの

ように してその問題 を解決 したかを語って く
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れた。同僚 はふた りの 自転車 をロープでつ な

ぎ，2週 間，彼の自転車 を引っ張 って町中を

伝道 して回ったのである。彼は，人 を愛す る

とい うことが どんなこ とか初めて知ったと語

っている。

恐 らく皆 さん も愛や献身，勤勉な ど，他の

人々の生活に欠けているものを何か人に与 え

ることができるはずである。是非それを行な

ってみていただ きたい。分か ち与 えていただ

きたい。他の人にとってそれが どんなに役立

つか知れないからである。

折れた首

ある西部の町で，ひ とりの少年が18歳 にな

って伝道に出る準備 をしていた。彼はその 日

を心待 ちに していた。彼の両親やガールフレ

ン ドも同 じであった。準備 はすっか り整って

いた。

そんなある晩，彼は町の水泳プールで，友

人とダイビングをしていた。2度 目に水中に

飛び込んだその瞬間，彼は飛び込む角度 を間

違えたことを知 り，慌てた。 しか し彼は頭か

ら水 中に突っ込み，鈍 い音を立ててプールの

底にぶつか って しまった。彼はたちまち気 を

失 った。そこで人々は彼 を注意深 くプールサ

イ ドに引 き上げ，急いで病 院にかつ ぎ込んだ。

そして彼は何週間か治療 を受けたが，ついに

首か ら下はまひ した まま一生治 らないと宣告

された。指 もつま先 も，腕 も足 も動かすこ と

がで きない。 これか ら一生ベ ッ トに横たわっ

たままである。彼の体は まった く役立 たない

もの となり，何か特別 なことが起 こらない限

り，精神的にも死んだも同然であった。

ところが，賢明な監督がこのことを聞 きつ

けた。彼は少年 の両親や医者 と話 し合 い， そ

して少年にひとつの責任 を与 えた。信 じられ

ないような，不可能 とも思われる責任であっ

た。その責任 というのは，彼のワー ド部 出身

のすべての宣教師 と軍人に，毎月手紙 を書 く

ことであった。監督は何の考 えもな しにこの

責任を与えたのだろうか。それ とも霊感 を受

けたのだろ うか。手 も指 も使 えない少年が一

体 どうして手紙を書けるとい うのだろ う。そ

のような場合，足の指 を使 う人もいるが，彼

はその足さえも動かせない。 しかし， その少

年 と両親は監督の言葉 を信 じてそれ を実行 し

始めた。何 日も，何週間 も， そして何カ月も

努力 と失望の 日が続いた。その結果，やっと

努力の実が結び始めた。

彼は歯で鉛筆 を くわえ，頭 を動か しながら，

点や まるを書 くことをまず覚 えた。そして次

第に言葉や文章が書け るようにな り， とうと

う1ペ ージに及ぶ文 を書き上げ るまでになっ

たのである。彼は来る日も来る日も手紙を書

き続けた。

こうして彼は，20年 以上 も美 しい手紙を書

き続けた。そして何千人 とい う人々 を励まし

たのである。それだけではなかった。彼 自身

の精神 までもすば らしく高められたのである。

どんなに辛 くむずか しいことであろうと，指

導者の勧告に従 うよう努 力するのはそれだけ

の価値があることではないだろうか。少な く

とも彼はその ように考えている。私 もそう思

っている沁

次代 を担 う高貴 な世代

愛す る友人の皆 さん，皆 さんは高貴な世代

である。皆 さんは特別な使命を果たすために

この時代に地上 に来るように，長年天に とど

めおかれた。ほんの何人かではな く，皆 さん

方全員がそうである。皆さん一人一人には，

他の人にはできないこと，皆さんにしかでき

ない ものがある。 しか しそのためによく準備

しなければ，それ を達成す ることはできない。

皆 さんの使命は皆 さんに独 自の特別な もので

ある。ほかの人にそれ を譲 ることのないよう

にしていただ きたい。ほかの人はあなたほど

それ をよ く達成す ることはで きないからであ

る。 もし神 に頼ってそれを行 なうならば，天

父は生涯皆 さん どともにいて，霊感 を与 え，

この世におけ るあなたの特別な使命 を教えて

下 さるであろう。私はこのことを証する。
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七 十 人 第一 定 員 会 会 員
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夜 も大分更けた頃深 然 ドアのベルカご鳴
った.そ の晩は来客の予定 もな く，だれ

なのか まった く検討がつかなかった。 ドアを

開けてみると驚いたことに，近所で伝道 をし

ているふた りの宣教師が そこに立 っていた。

ふた りの長老は，私の息子 たちにお願 いし

たいことがあるので呼んで もらえないか と言

った。しか し，それはできなか った。息子た

ちは14歳 と15歳 で， もうすでに寝ていたか ら

である。ふた りの宣教師は互いに顔 を見合わ

せた。すると先輩長老の方が勇気 をふ りしぼ
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った面持ちで，息子たちに学校 で行儀 よくし

て くれるよう頼んで欲 しい と言った。彼 らは

今，息子 と同じ学校の生徒 に福音 を教 えてい

る とい うことである。宣教師たちはその若い

求道者に私の息子 たちが教会員であ り，他の

人 とどこが違 っているか見て もらうとい うの

である。 もし息子たちが良い振舞いをしてい

なかったら何 と恐 ろしいことだろう。私はそ

のことを息子たちに伝 え， よく言い聞かせて

お くと約束 した。

長老 たちは安心 した様子で帰 って行 った。

その時， ドア を閉めようとしてい ると，私の

心にひとつの聖 句が浮かんできた。その聖句

は，私がこれ まで宣教師 との集会でたびたび

引用 して きた ものである。「汝 らはわれ に由

りてかれ らに模 範をあらわす ように……さら

ばわれは汝 らをわが手に使 い多 くの人を救わ

ん。」(ア ルマ17：11)

私 自身そのよ うな宣教師と知 り合 って もう

30年 以上になる。私の人生 にとって彼 らは何

とすば らしい模範 となっていることだろ う。

私がは じめて宣教師に会ったのは，確か16歳

の時であった。夏の間中，私たちは母親 と一

緒に窓辺に座 り，家の前の丘 を登って来る隣

人や友人にあいさつ をするのが常であった。

その 日， 自転車を押 しながら丘 を登 って くる

ふた りの若者が 目に入った。彼らはどこ とな

く普通の若者 とは違っていた。暑い最中に も

かかわ らず， 白いワイシャツにネクタイをし

め，スーツをきちん と着込んでいた。私 たち

は外見か ら彼らをアメ リカ人だと思 った。私

たちは非常に興味 をそそ られた。いったい彼

らは この町で何をしているのだろう。

翌 日，彼らは我が家の ドアをたたいた。私

たち4人 は好奇心か らどっと玄関にかけ出し

た。私 たちは彼 らを招 き入れ，その時初めて

彼 らが何者で，何 をしているか を知 ったので

ある。それが永遠の物語の始ま りである。彼

らの笑顔，愛，奉仕の心，戒めに対する従順

さ， そして主に対する愛は，私たちの心 を強

く動か した。私たちは彼らの訪問 と，彼 らが

持って くる霊性 を心待ちにするようになった。

彼 らはインデ ィアンやモルモン経のことを教

えて くれた。そしてそのほかにも，芸術やス

ポーツでの才能 を示 して くれた。 こうして彼

らとの永遠の交流が始 まったのである。

あれか ら30年 の歳月が流れた。あのすばら

しい若者たちの模 範によって，私の人生，ま

た私 の人生観は大 きく変わった。私は回復さ

れたイエス ・キ リス トの福音に対す る証 を得

た。そして生ける神の戒めに従って生活する

ようになった。私は喜んで現在の予言者に従

い，神か ら来る予言者の言葉 を知 るように努

めている。現在私の責任は，かつてイエス ・

キリス ト御 自身によってうながれた永遠の鎖

がはずれないように見守ることである。「以上
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はわが福音な り。わが教会に於てなすべ きこ

とは，汝 らすでに よく知れ り。すなわち汝 ら

が見たるわが行ないを汝 らもせ よ。これ らの

ことは汝 らも行 な うべ きこ となれ ばな り。」

(IIIニー ファイ27：21)

教会 の若 人であ るあなた方の影響， あなた

方の模範は，人々 を改宗させる要因にも， あ

るいは逆にメッセージに興味 を失わせ る要 因

に もな り得 るのである。 したがって，外見や

思い，言葉，行動のすべてに気を配っていた

だきたいと思 う。

今 こそ伝道へ の召 しに備 える時である。そ

れ も今す ぐに始めた方が よい。若ければ若い

ほ ど良い習慣 を伸ばすのはや さしい。ウィリ

アム・ジェームズはこう言っている。「行 ない

は繰 り返すことによって習慣 とな り，習慣は

集まって人格が形成 される。 この人格が人の

行 く末を決め るのである」 と。決定 されるの

は私 たちの行 く末ばか りではない。私たちの

隣人や友人の行 く末 までも決 まるのである。

伝道活動を助けるためにふたりの息子 に何

ができるかを私はよ く知 っている。そうして

考えてみると，私の息子 たち とほ とん ど同じ

年齢のジョセブ ・ス ミスにとって も，その実

によって認め られ るように模範 を示す ことが

どんなに重要であったかわかるような気がす

る。確かに，ジ ョセブ ・ス ミスは偉大な信仰

の模範であった。今 日この教会が存在するの

は，その信仰の産物である。

模範の力は人を行動へ と駆 り立てる強力な

力である。その模範の力を知 ることによって，

私たちは 自分の中にある，人を改宗へ と導 く

力に気づ き，それ を神聖 な方法で用いること

ができるようになるのである。 キ リス トは私

たちにこう言われた。「わたしについてきなさ

い。あなたがたを，人間をとる漁師にしてあ

げよう。」(マ タイ4：19)
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危険に備えて

今決心しておきなさい

ア ー チ ィ ・M・ ブ ラ ッ ガ ー

私 が韓国に行くよう命令を受け塒 ・ベ ト
ナムではテ ト(旧 正 月)攻 撃の真最 中で

あった。私は合衆国陸軍軍医 と国連軍の職業

軍人代表になるこ とになっていた。新 しい任

務 に就いて1カ 月の頃，私が毎 日接する軍人

たちの中で一番若い と思われるひとりの看護

兵が同 じ管轄区域にや ってきた。

驚いたことに，彼はいつか私 と個 人的に会

いたい と言ってきた。そして彼はこう言った

のである。「大佐，私の知 る限 り，この部隊に

は 『まっす ぐな矢』はわずか6本 しかあ りま

せ んよ。〔『まっす ぐな矢』 とは軍隊用語で，

服務中純潔 を守 り通す 人を意味す る〕私はあ

なたをだれ よりも尊敬 しています。私は清い

状態で妻子の もとに帰 りたいと心か ら望 んで

いるのですが，その勇気 と精神 力を持 ち続け

られそうにあ りません。あなたはまっす ぐな

矢 を守 り通すつ もりですか。 どのようにすれ

ばいいのですか。」

私は唐突な彼の言葉 に一瞬た じろいだが，

彼にどう答えるべ きかわかっていた。 これま

で もこのような場 に直面 したことがあ り，極

東に来 るかな り前か ら自分 な りに答えを出し

ていたからである。私は彼に， 自分は韓国に



いる時だけでな く永遠にわたってまっす ぐな

矢 を守 り通すつ もりであると答 えた。 また私

は，誘惑 されそうな状態に 自分 を置いたこと

がないので， 自分が誘惑に対 して どれほどの

力があるのかわか らない と答えた。さらに，

自分は酒を飲 んで意識 をまひさせるようなこ

とは しないと付け加 えた。

それか ら服務外の時間に行なわれる教会の

活動 について証 を述べ，それ らを通 して健全

な思いが養 われることを説明 した。

話 をしてい くうちに， この若者が妻を深 く

愛 していることが私に も伝 わってきた。そこ

で私は，彼が 貞操 を失えば，そのことは妻べ

の手紙 に何 らかの形で表われ，ふたりの間に

大きな溝 を作 ることになるだろうと話 した。

彼 もそのような事態にな りかねないことを知

っていた。現 に，これまでその ような友達 を

何人も見て きたのである。そこで私たちは約

束を取 り交わ した。私が純潔を守っている限

り彼もそ うするとい う約束である。私たちは

この運動 に加 わるようほかの人に も働 きかけ

たが，だれひ とり賛同する者はいなかった。

それか ら2カ 月ほどたった頃，彼が私の部

屋にや って来た。「大佐，この部 隊の まっす

ぐな矢は4本 になってしまいましたよ。」それ

か ら問もな く，彼は3本 になったことを告げ

に来た。韓国での務め も残す ところあと4カ

月 とい うある日，彼がやって来て言った。「つ

いにあなた とぼ くだけにな りました。」私が彼

に守 り続ける意志があるかどうか尋ねると，

彼は 「絶対に守 ります」 と言い切 った。

私が合衆国に帰る時が来た。 しか し彼が帰

るまでには もう1カ 月あった。そこで私たち

は何度 となく福音について語 り合 い，固い友

情の絆を結んだ。私が韓国 を発つ 日，私 たち

ふた りは涙の別れをした。彼は残 り1カ 月間

どのようなこ とがあっても， これ まで守 り続

けてきた幸福 を危険にさらす ようなことはし

ないと私 に約束 して くれた。そ してこれ まで

以上に 目標達成に努めたのである。

この若者は末 日聖徒 ではなかったが，人生

に欠かせ ない教訓を知っていた。何かを達成

しよ うと思 うなら， その目標 を立て ることが

必要 であることを知 ったのである。心身とも

清い状態で妻子の もとに帰 るには，かな りの

努力が要求 されるが，彼は努 力を惜 しまなか

った。その上， 自分の目標 を謙遜に他の人に

話すことによって弱気になった時の心の支 え

としたのであった。

救い主は，愛す る者 たちの間にこれ と同 じ

ような関係 を築 きたい と思 っておられ る。主

は私たちに主の戒め を土台 とした高い目標 を

掲 げるように望んでおられる。達成 したいこ

との計画を立て，祈 りを通 して絶 えずその目

標 を検討してゆ く時に，私たちは主 とともに

働 くことがで きる。ほかに も大勢の軍人たち

が， まっす ぐでいようと思ったことだろう。

しか し，それができたのは この若者 と私のふ

たりだけであった。なぜ だろう。弱 さに屈し

てしまったか らである。目標 を達成 しようと

思 うなら，前 もって達成 したいことの計画を

立てなければな らない。

誘惑に遭ってから決心す るのでは遅す ぎる。

理想が危険にさらされないうちに決心 してお

かなければならない。そうすれば誘惑 を前に

しても，「これは危険な状態か」と自問するだ

けでよい。 もし危険な状態に陥れるものであ

れば， どうすればよいかはすでに決まってい

るのである。
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囎

鍵獺 燃漁 冥 繍

荷 車 にいっぱいの捧 げ物

ク リス ・シエ ンセ ン

20世 紀初期の執事 はどの ようであ っただろ う

か。ある教会員が語 るこの話 は，現代のア ロ

ン神権者 にとって興味 ある教言llを含んでいる。
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私 は執事 に聖任 されて10分 も経たなレ'うち
に教会の責任 を与えられました。

父は監督 と副監督， それに執事ア ドバイザ

ーの助 けを得て
，私 を執事に聖任 しました。

聖任が終 わると，兄弟たちが一 人一 人私に祝

いの言葉 を述べて くれ， またいろいろと助言

をして くれ ました。 ところが執事ア ドバイザ

ーは
，何 も言わずにただこう言ったのです。

「それ じゃあ
，さっそ く執事の仕事 をお願 い

します。今週の土曜 日， ブレッ ド・エ ドワー

ズ兄弟 と一緒に断食の捧げ物 を集めて下 さい。

朝10時 に ピアソン兄弟の家に集合す るように

なっています。遊んだ りせずにちゃん と働け

ば，昼には終わ るはずです。」

それか ら私 たちは一緒に廊下に出て執事 の

クラスに行 きました。当時，神権会は月曜 日

の夜に行なわれていました。集会後，私は喜

び勇んで帰宅 し，母にその責任のことを話 し

ました。

母はす ぐに準備 に取 りかか りました。「洋服

箱に入っているワイシャッを着ましょうね。

土曜 日までに洗ってアイロンをかけてお きま

すか らね。そうそう，先週買った新 しいオー

バーオールがち ょうどいいわ。雨が降った り

しなければ， 日曜 日に履 く靴 を履 くといいわ

ね。」

月曜 日か ら土曜 日までがずいぶん長 く感 じ

られました。期待 と不安が相半ばする気持ちで

した。教会員に断食の捧げ物 をお願いす る時，

物乞いの ように見られなければいいな と思っ

たものでした。

断食の捧げ物(と 什分の一)は ，当時お金

よ りも物品で納め られることが多かったので

す。つ まり，人々は卵やバター，小麦粉，パ

ン，野菜など，教会員が 自分の手 をかけて作

った物を納めたのでした。そ うした物品は監

督の倉庫 という中央倉庫に集め られ，困窮者

に支給されました。

家か らピアソン家までは通 りが3つ しか離

れておらず，10時 までに行けばよいというこ

とで時間はたっぷ りあったのですが，母は私

を7時 に起こしました。いつ もは遅いシャワ

ー をまず一番に浴びました
。母は私の靴 を磨

いていました。 しか し，その靴 も新品のオー

バーオールも，出かける直前まで手渡 してはく

れませ んで した。とにか く私はの りのきいた

ワイシャツに，真新 しいオーバーオールを着

け， 日曜 日用の きれいな靴 を履 き， さあこれ

で出かけられると思って玄関に立ちました。

ところが母か らネクタイを忘れています よ，

と注意されました。

それは，軍隊の検閲よりも厳 しいものでし

た。耳をつまんで耳の中か ら裏側まで細か く

調べ られ，髪は何度 もとか されました。 さら

に突っ立 ったまま無理や り口をあけて， 口の

中まで調べ られる仕末で，母は出かける時も

私に くど くどと注意を与えました。「オーバー

オールに小麦粉がつか ないように気 をつけて

ね。いつ も礼儀正 しくするんですよ。捧げ物

をお願いする時は 『どうぞ，お願いします』

と言い，いただいた ら 『あ りが とうございま

す』 と言うことを忘れないようにね。家の中

に招かれた ら帽子 をちゃんと取 って，髪の毛

が乱れていないか どうか確かめてみ るんです
うち

よ。それか らシュルツ姉妹がお家にいらした

ら，何かお手伝いで きることはないかお聞き

してね。そ して12時 までに帰って くるように

してね。 きょうは家の仕事 もた くさんありま

すか らね。」

ピアソン兄弟の家に着 くと， ブレッ ドはも
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う捧げ物を運ぶ 「急行便」 を引いてきていま

した。ピアソン兄弟は私たちを中に呼んで，

ブレッドに線 を引いたノー トと小麦粉の袋，そ
ます

れからとても大きなブ リキの枡 を渡 しました。
コは か り

「これが秤だよ
。」ピアソン兄弟が私たちに

教えてくれました。「ほとんどの教会員は捧げ

物に小麦粉を くれると思 うが， これには小麦

粉がちょっど2ポ ン ド入るよっになっている。

だから，小麦粉 をこの枡に入れて くれた ら，

それを受け取 ってこの袋に入れるように。そ

れか らノー トに小麦粉2ポ ン ドと書 き留めて。

そのほかに，例 えば卵やバターだったらその

量 も書いてお くように して下 さい。行 った家

が留守であっても，訪れた家の名前は全部書

いて下 さい。 きょう不在であっても，来 月は

2カ 月分下 さるか もしれないか らね。」

ブレッ ドは ノー トと鉛筆 をワイシャツのポ

ケッ トに しまい，空袋 を荷車に載せ ました。

ブレッ ドは4カ 月前に執事になり，私よ り先

輩ですか ら，荷車 を引くのは私の仕事です。

私はの りの きいた ワイ シャツに，真新

しいオーバーオール を着 け， 日曜 日用の

きれいな靴 を履 き， さあこれ で出か けら

れ ると思 って玄関 に立 ちま した。 ところ

が母 か らネ クタイ を忘 れています よ， と

注意 され ま した。

それ は，軍隊の検閲 よ りも厳 しいもの

で した。

最初は， ピアソン兄弟の家か ら通 りひ とつ

越えたジョン ・ア ンダーソン兄弟の家で した。

ブレッ ドが門を開け，私が荷車 を玄関前まで

引いて行 きました。アンダー ソン姉妹がノッ

クに答えて出てきました。

「まあまあ
，ようこそ，新 しい執事さんね。」

アンダーソン姉妹は ブレッ ドから枡 を受け取

りなが ら言いました。「クリス，皆 さんはお元

気?ブ レッド， あなたのご家族 もお変わ り

なくって?」

私たちが返事 をす る前に彼女は家の中へ 入
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っ て ， 枡 に 小 麦 粉 を 入 れ て 戻 っ て き ま し た 。

ブ レ ッ ドが ノ ー ト と鉛 筆 を 取 り 出 し， メ モ

し ま した 。 「ジ ョ ン ・ア ン ダ ー ソ ン 家 ， 小 麦 粉

2ポ ン ド。」

通 りに 出 る と，ブ レ ッ ドが ， 「ど う す れ ば よ

い か わ か っ た だ ろ う」.と 言 っ て ， 私 に ノ ー ト

と鉛 筆 を手 渡 しま した 。 「後 輩 は 荷 車 を引 くの

と記 録 す るの が 仕 事 な ん だ よ 。」

「で も，ぼ く，君 ほ ど 字 が 上 手 じゃ な い よ 。」

す る とブ レ ッ ドは ， 冷 た く答 え ま し た 。

「じ ゃ あ
， 読 め る よ う に ゆ っ く り注 意 し て



書けばいいだろう。 とにか く，名前だけは正

しく書いてね。」

次は未亡人のメア リー ・オルセン家で した。

彼女は私 たちを中に入れると居間にあるとっ

ておきの椅子にすわるように言い ました。そ

して，本棚からふた りの男性 の写真 を持 って

きました。

「これが私の息子 よ
。ふた り共結婚 して今

は遠 ぐに住 んでいるけれど，彼 らも昔はあなた

がた と同 じ執事だったわ。毎 月，断食の捧げ

物 を集めて回っていたの。ふた りは私の誇 り

だったわ。」

オルセン姉妹は台所に行 き，枡に小麦粉 を

たっぷ り入れて戻 ってきました。 それか ら，

私たちにロールパ ンを半分ずつ くれ ました。

「外で召し上が って
。 じゅうたんにパン く

ずが散 らか らないようにね。」

彼女は枡 を手に持って，私たちの後か ら荷

車の ところまできて， 自分で袋に入れ ました。

それか ら 「来月またね。待 ってますよ」 と言

って家の中に入っていきました。

私は垣根の ところにある郵便箱を台に して

ノー トを広げ，で きるだけ丁寧に大きな字で

「メア リー ・オルセン姉妹
，小麦粉2ポ ン ド」

と書 きました。

それか ら隣の家に行 ってノックをしました。

カール ・クリステンセン家でした。 この家の

女の子，ルビーは私 と同級生 でした。その彼

女が玄関に出て きました。

彼女は ドアのす き間か ら外 をうかが うよう

に見ると，「お母 さんはいません」 と言って，

私たちの返す言葉 もないうちにバ タン と戸を

閉めてしまいました。

「クリステンセン姉妹は不在 と書いてよ
。き

っと来月は小麦粉2カ ップくれると思 うよ。」フ

レッ ドはそ う言 うと，急に 「通 りの向こうの

シンプソンさんの ところに行 ってみよう」 と

言い出しました。

「でも
，教会員 じゃないよ」 と私は答えま

した。

「シンプソンさん
，いいお じいさんなんだ。

話が したいんだ。それにね，いつ も何か くれ

るんだよ。」

私はシンプソンさん と話 を したこ とが あ

りませ んで した。実は少 し怖か ったのです。

高い柳 の木が棚のように家 を取 り囲んでいて，

中は何 も見えないのです。 シンプソンさんも

通 りですれ違 いざまに何回かちらっと見ただ

けで した。 しか も大声で吠える犬を飼ってい

るのです。

ブレッ ドが戸をノックす ると， しわがれた

声で 「どうぞ，お入 り」 という声が返 ってき

ました。

ブレッ ドが戸を開け，私 も中に入 りました。

する と部屋の奥の，油布 を掛けたテーブルに

肘をかけてシソプソンさんが座 っていました。

そばに非常に大 きくて真 っ黒な犬がいました。

犬が うなって起 き上が りかけると，シンプソ

ンさんが 「伏せ，ダイアロブ!」 と大声で言

いました。(ダ イアロブとい うのが悪魔 とい う

意味だ と知 ったのは， それか ら何年 もあとの

こ とです。確かにその犬にぴったりの名前で

した)

「友だちかね
。」シンプソンさんが尋ね まし

た。

「クリスです
。断食の捧げ物 を一緒に集め

ているんです。」

「こんにちは
。」私は椅子の端にちょこっ と

腰かけたままであい，さつをしました。ブレッ

ドは大きな安楽椅子にどっか りとすわってい
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ました。

私は天井を眺めた り，古びた床の じゅうた

んを見た り，部屋 中を見回し，少しも落ち着

きませんでした。す るとテーブルの向こうの

壁に，見たこともない大 きな鉄砲が掛か って

いました。 シンプソンさんは私の顔 をみて言

いました。

「そ りゃ
，口装銃 じゃよ。南北戦争で使っ

たもの じゃ。」

南北戦争!100年 以上 も昔のことの ように

フレッ ドは4カ 月前

に執 事にな り，私 よ り

先輩ですか ら，荷車 を

引 くのは私の仕 事です。

思っていたのですが，実際 は50年 そ こそ こ

しか経っていなか ったのです。私は銃に見 と

れて，その 日の仕事 を忘れかけていました。

しかし，思い出したようにブレッドに言いま

した。「捧げ物を集めてしまった方がいいん じ

ゃない。」

「いつでもまたおいで。」玄関 を出る私たち

にシンプソンさんが言いました。(事 実その後，

私は何度か彼のところに遊びに行 きました)

「そうだ
，これ をアルフにあげて くれんか

な。」シンプソンさんはそ っ言ってポケットに
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手 を突っ込み，25セ ントをくれ ました。「書か

な くてもいい。わしゃ，お宅の教会員 じゃな

いのでな。」

「アルフってだれ?」 私は通 りを渡 りなが

らブレッドに聞 きました。

「ピアソン兄弟だよ。彼の名前はアルフレッ

ッ ドだう つ。」

続いて私たちはエ ド・ピー ター ソン家の門

の ところに来ました。ノックして用向きを伝

えると， ピーターソン姉妹がでこぼこした布

袋 を渡 して くれました。

「卵が12個 入っています
。困って る方には

小麦粉 よりいいでしょう。落 とさないよ うに

気 をつけてね。」

次はジョン ・ジェコブセ ン兄弟の家です。

一見中年のように見えますが，つい最近結婚

したばか りで，20代 の前半だろうと思います。

奥 さんが これまで見たこともないようなきれ

いな服を着て出てきました。そ して布袋 を渡

して言いました。

「焼 きたてのパンなの。」

袋 を通してパ ンの温か さが伝 わってきて，

焼 きたてのおいしそうな匂いもしました。私

は 日曜 日の聖餐会にち ょうどいいなと思い ま

した。

次はジョージ ・ピーター ソン兄弟 とジ ョー

ゲン ・オルセン兄弟で した。どちらも小麦粉

を くれました。

最後はセナ ・シュルツ姉妹の家でした。母

から何か手伝 えることはないか聞 くように言

われていたのですが，私が何か言 う前に彼女

の方か ら話 し出 しました。「おふたりとも，お

入 りなさい。あげるものがあるんだけど， そ

の前にちょっとお願いしていいか しら。」

「はい， どうぞ。何 ですか。」



「小羊が小屋か ら逃 げ出 して
，私ひ とりじ

ゃとても連れ戻せ ないの。それでね，ブレッ

ド，あなたは北東の端，そ して クリス，あな

たは反対側 に行 ってほ しいの。三方から追い

つめれば小屋に入ると思 うの。」

ブレッ ドと私 は両手 を大き く広げて追い立

てるようにし，声 をあげ ました。 シュルツ姉

妹はエプロンをぱたぱたいわせ， 「シー ， シ

ー」 と追い立てていました
。

小羊は私 たちが遊んでいるとでも思 ったの

でしょうか。庭 中をあっちこっち駆け回 り，

時折，尾を弓な りに曲げて空高 く飛び上が っ

た りするのです。そのように して小羊 を小屋

に追 い込む まで，30分 はかかったと思います。

それか らシュルツ姉妹は板 と金づちを持 って

きたので，ブレッ ドが小屋の破れ 目に板 を打

ちつけ ました。

「ほんとうにどうもあ りが とう
。」シュルツ

姉妹はいかに も助か った とい う感 じで言いま

した。「じゃ，上等の焚 きつけを切ってくれた

ら，お駄賃にワッフル を焼いてあげます よ。」

私たちは とにか くお礼 を述べ，仕事が まだ

残っていますのでまずそれを片付けてか ら，

お手伝 いに来ます と言って帰 ろうとしました。

「ああ
，ちょっ と待 ってよ，忘れてたわ。」

彼女はそう言ってエプロンのポケッ トを探 り，

四つ折 りに してひもを二重にかけた封筒 を取

り出 しました。表に，「セナ ・シュルツよ り，

断食の捧げ物10セ ン ト」 と書いてあ りました。

「シュルツ姉妹の ところはいつ も何か仕事

があるんだよ。」ピア ソン家に帰る途中，ブレ

ッドが言いました。

ピアソン兄弟 は記録 したノー トを調べて言

いました。「さて と，小麦粉8ポ ン ド，卵12個 ，

焼 きたてのパンが1個 に，現金35セ ン ト。上

出来だよ。困っている人たちは君たちの仕事

を心から感謝 して下さると思 うよ。」

彼は隣室に声をかけました。「母 さん，頑張

った執事たちにごほ うびはないかね。」

ピアソン姉妹がす ぐにクッキー とミルクの

入った水差 しとコップ2個 を持 ってきました。

彼女はそれをテーブルに置 くと， どうぞと私

たちに勧めました。

それか ら，私はブレッドに別れを告 げて，

急いで家に帰 りました。

「どうだった?」 私が家に入って ドア を閉

める と，す ぐに母か ら尋ね られ ました。

「上出来さ
。」私は答えました。

でも母 はそれだけでは満足しませんでした。

私はその 日の出来事 を一つ一つ母に話 しまし

た。特にシュルツ姉妹 の家の小羊 を話 をす る

と，母はとても喜 びました。(そ の夜，父が畑

仕事か ら帰 ってきて，私は再び，同 じこの話

をさせ られたのでした。)突 然，母がはっと気

が付いたように言いました。

「そ うそうワイシャツは今脱いでおきなさ

い。あま り汚れていないようだったら， あし

た聖餐のパスをす る時に着 られますか らね。

靴の よごれ も落 としてお きなさい。それか ら

古 い洋服に着替えてね。わかってるだろ うけ

ど， まだ自分の仕事が残ってたはずよ。」

荷車でこうして断食の捧げ物 を集めた最初

の日が過 ぎました。

それは62年 も前のことです。

◇ ◇
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召 され る

今秋 の神殿 完成 を間近 に控 えた,教

会18番 目の東京神殿の神殿長 に ドウェイ

ン･N･ア ン ダーセ ン兄弟が召 されまし

た。アンダーセ ン兄弟は,元 北部極東伝

道部の伝道部長 として 日本で伝道された

経験 もあ り,現 在はブ リガム･ヤ ング大

学の助教授兼生涯教育顧問であ り,同 時

にBYU第1ス テー キ部の祝福師の責任

にあ ります。また,こ れまでハ ワイ神殿

の顧問,チ ャーチ･カ レッジ第3ワ ー ド

部の監督,ワ ルナ ット･ク リー ク･カ リ

フォルニアステーキ部のコンコー ドワー

ド部の監督 も歴任され ました。

BYUハ ワイ･キ ャンパスでは外国人

留学生のア ドバ イザー を7年 間務め,特

にアジアか らの留学生に注がれた愛情 あ

ふれる指導は,留 学生たちに深い感銘 を

与 えていました。

アンダーセ ン姉妹 はこれまで初等協会,

若 い女性,日 曜学校,扶 助協会の役員教

師,ハ ワイ神殿のガイ ドなどの責任 を果

たしています。

今秋,神 殿のオープンハ ウスが9月15

日か ら10月18日 までの期間,日 曜 日を除

いて行なわれ る予定です。

最初の献堂式は10月27日,定 礎式に引

き続いて午後3時 か ら行なわれ,そ のほ

か神殿推薦状保有者のために10月28,29

日の両 日,東 京ステーキ部セ ンターで,

午 前9時30分,午 後1時30分,4時30分

か らそれ ぞれ同 じく神殿献堂式の特別セ

ッシ ョンが開かれ ます。

神殿の儀式は11月4日 か ら開始 される

予定です。.
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